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古代ギリシャ…蝋オリンポス"の12神をかたどった12面サファイア仕上げもその優美なる発想｡コルムから。

《写真/上》Ref.50.138.56H42(18KYG､クオーツ､ブレスレット付､意匠誉録済み第775729号)¥1,940,000(税抜価格）
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天気図から目が離せない航海叉
ジャパンーグアムセイリングラリー航海記（その2） 高田尚之<VOLANSIII>

9

曲
まず、雲写真をごらんいただきたい。そし

て、グアム付近に雲の固まりがあるのにご注

目いただきたい。この雲の固まりが台風にな

った。冬季にこのあたりから発生し日本本土

に影響を与える台風はほとんどないといわれ

ているカミグアム航路をおびやかすルートを

通ることもある。これがこわい。この台風は

緯度線に沿うようにしてフィリピン方面に向

かった。前回にもふれたカミグアム航路の場

合、一番いやなものは、グアム付近で発生す

る台風である。突然に発生し、突然におそい

かかり、船足の遅いセーリング・クルーザー

では手のほどこしようがない。

ご承知のこととは思う力を日本・グアム間

の航海ならば日本からの気象FAX放送

(JMH)が役に立つ｡その中でもっとも注目す

べきものはこの衛星雲写真なのである。とい

うのは､JMHは幸いグアム付近を下限として

気象図を送っているカミ私たちがD､配な台風

の発生場所はカバーしていない。また、グア

ムで放送している気象図は、流線気象図（図

4）であるため、きわめて理解しにくい。と

ころカミ雲写真は気象図よりもさらに南を広
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小笠原父島をバックに第2レグのスタートをきった<VOLANSHI>・後方はく浪壷

スタートが間近になると、天気予報に敏感

になる。利掴ll水系の渡良瀬遊水地。その野

烏の楽園にこの冬も遠く北から飛んできた渡

り鳥。11種類1万羽だという。羽を休める姿

力談い冬の日差しの中でまぶしく輝く。それ

をバックにテレビが暮れから正月の予報を伝

える。｢今年もあとのこり5日。年末の天気は

全般に変わりやすく、気温の変化も大きいで

しょう……」

へ出発後､北緯25．線までの海域｡ここは冬の
低気圧の通り道である。冬季のグアムまでの

航海はまずここをどう乗り切るかだb風･雨・

波・スプレーの他に寒さがある。JGYRの常

連<マリシテン>の羽柴スキッバーは、余り

の寒さにホカロンを腰、背、腹、脚、ブーツ

の中にも入れ、それでもラットを握りながら

ガタガタ震えていたという。もちろん私たち

も多量のホカロンを用意した。グアムに無事

到着後、不要になったものを、陸揚げしたの

だが、ポリバケツ山盛り2杯のホカロンがで

てきたのにはビックリした。グアムの人々に

「差しあげましょうか」と言ったら、目を丸

くしてあわてて横に手を振られてしまったｶﾐ

全く当然なことだb

さて、以下、サバイバル海域の気象海象は

今冬の場合はどうだったのかに話を進めたい

と思う。

グアム航海にはぜひ､気象FAXを…

図4

蕊
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鐺写
経（図1は新聞に載った天気図、図2と3は私

たちが気象FAXでとった天気図と衛星雲写
ぃシミつ

真である。これらを~瞥していただいて、い

かに気象FAXが有用であるかがお分かりい

ただけるかと思う。天気図はともに28日0000

Zタイム(JSTO900)、衛星雲写真は0600Zで

ある。
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冬とは,Ig､えぬほど天気の変化力激し〈、29日

には、もう、冬型力雰くずれ次の低気圧力東シ

ナ海から四国の南海上に|句かつて進みはじめ

た。

図7は新聞の30日0900の予想天気図であ

図7

めにとっていて素人にも雲の固まりの異術さ

がすぐにわかるのである。日本の新聞やテレ

ビの雲写真は気象FAXで送ってくるものよ

り南が15°ほどカットされている｡だから日頃

から、グアム付近で発生する台風を新llilやテ

レビで目にすることはほとんどない。つまり．

眼力を高めるためには日頃から自分で雲写真

を受信して訓練するのがベストだ（注)。

高気圧のへりにゲイル警報…

図1と2をもう一度ご覧いただきたい。
ふち

大陸の高気圧1040hPaの張り出しの縁にケ

イル警報[GW]カゴ出ているのにお気づきいた

だけただろうか。商気圧の勢力範囲内である

から、また、気圧力塙いからといっても、決

して安心はできない。ゲイル警報の範囲は広

く、そのあたりの気圧は1020hPaもある。

本州の南束海上にある発達しつつある低気

圧は足速に東南東に去り、その後に大陸の高

気圧力張り出してくるだろう。そのとき、こ

のゲイルが気にかかる。いずれにせよ、フィ

リピン束には低気圧もあり、たぶんゲイルに

よる空気の騒乱により低圧部が活性化され、

東進し、やがてそれが私たちの航海に影響を

与えるものになるだろう。私たちはこう予想

した。

この気象図時点の3時間後28日1100､友艇
なにわ

く浪速＞は和歌山を出発。私たちはく浪速＞

におくれること1811fllll､油壺を29日0500スタ

ートした。気圧配世からいうと実はもっと早

くスタートしたかったのだが、皆、勤務が|亡

しい身、これが可能なもっとも早いスタート

時刻であった。もしも私たちが1日早くか、

〈浪速＞と同じI1"ll<らいまでにスタートで

きたのなら（後にご報告するが）低気圧との

遭遇を回避できたと,W,う。冬季のグアム行き

の場合は、南岸低気圧に会いたくなければ、

出発のタイミングが重要になる。

〈浪速＞とは父島沖で元旦の午後にミート

し、小笠原・グアムIIMをスクラッチレースと

する約束であった。イ;Ⅱ手はスワン、こちらは

ベネトウ、いづれも42ftである。
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り､図8は私たちが気象FAXで受信した30日

0900の外洋波浪解析である。低気圧は1016

hPa、その付近の波高は4m樋吏と分かる。

同図の・は小笠原である。◇は0900時点のへ
私たちのポジションで､そこでは波高3m､西

の風･風力4、くもり1030hPaで､フルメイン、

130％ジェノアでガンガン南に走っていた。

ブ｡壁の高気圧は1052hPaにもなり、すごい

寒気を日本に送り出しはじめた。東シナ海に

ある低気圧は発達しながら東進し、私たちを

襲うのは間違いなかった。問題はその低気圧

が私たちに接近したときにどのくらいにまで

発達しているか、であった。

図9は気象FAXで30日1600にとった31日

0900の予想図である。これを受信して、私た

ちは小笠原に到着する前に、この低気圧の中

心付近に揃まることを党l吾し、まさにいまサ

バイバル海域を走っているのだと改めて自覚

したのであった。（つづく）

図5、図6は28日、29日の天気図である。

〈浪速＞も<VOLANS>も日本を出てからフ

リーの風をうけ順調に航海を続けている様子

がこれでも分かるだろう。

天気図からは北系のフリーと予想するかと

思うが、実際には西系でビューフォート4

(13～18kt)から5(19～24kt)の風で､暗いう

ちは2ボン、ジブは95％で走った。波は多少

悪かったが、いつもの八丈航海の程度だった。

また、夜でもムチャクチャに寒くはなかった。

気圧は1030hPaあたりで安定、航海の出だし

としては上々、デイ・ランは185マイルだっ

た。

低気圧のまっただ中に…

天気図からもお分かりのとおり、28日に気

圧の谷が束にぬけて、西高東低の冬型の気象

配置となった。いったん冬型になると、例年

だと2･3LIそれが持続し、強い北西の季節

風を日本にもたらすのだが、暮れから正月は

声阜

（注）もし、流線図の勉強をいとわないので

あれば､JMHでも1日2回流線図を放送して

いる。これは、太平洋台風センターの業務の

一部で､南緯20.までをカバーしている。台風

の卵と動きをキャッチするのに最適である。

雲写真と併川し眼力を高めるのに役立つ。

図8 図9
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第133回理事会議事録

1日時:平成7年2月251-1(-'二）

13:00～l4g30

2出席者：Ill11f30名中、出j砧29密。理事以外の肌
席3名

3議題

（1）会及の互j垂

（2）欠旦侭叫fの選任

（3）1994年度事業報告案及び収支決算報flf
案

（4）1995年座j擶篝1画案及び収支予算案

（5）新入全旦の承認及び会旦・蓋金誕の恐さ1尺
銀告

（6）1994年度会費滞納打（除名予定者）につ
、､て

（7）1995～1996年度拙当選挙符理委只候荊|j
稀の)鎚征

（8）支部及び卑門委員会報-涛

（9）その他

議事

児玉専務理IFの司会によりi卿公､出席理蔀は29我
て本理事会の成立を確認｡並木会踵代行が議奨とな

り、議事録料名人に内藤、今岡FII｣11"fを指我、識,IF
を進行した。

始めに、雌本会良代行からこの皮の神戸を中心と
する災害で被'il-fを受けた内海支那会員の方々に心

からお見舞いIi'し上げますとの発言力宮あった。

へ児玉専務雌'IFから、議事進行の梛合上識匙Iの順
序を-吾間変史したい旨発言力翼あり、‐r解の上談JJFに
入った。

諄醍園2）欠員理事の選任

児玉専務理~'1fから、次の説Iりj力雰あった。

閏束支部から､前清水専務理~'jfの理事の後任とし

て浅野英武氏の推薦力毒あり、また、内海支部から､秋

田、平岡､松木3理事の辞任屈力判麸出されへその後
任として芦田照夫、穎jlI邦-f、熱源､友近3氏の推嚇

力罫あり、この件について{｡ま"1fffｲ厳に醤面決勗我を求
め承認されている力ま､両件について定欽第12条鋪2

唖に基づき本｣111'1f会において進征し､イ嶬義員会の承

認を得ることとしたい。任期は4氏とも前任者の残ｲ症
期間の1年である。

並云侍義長か舜脊られ承認ざれた。

さらに、児玉専務理事から、i蝿來、内i征南ﾉL州

各支部から、文部災の交代について、1期来支部は推

木茂士氏からIIf川1呆大氏へ、内海支部は秋川岬111

氏から山村彰氏へ、南九州支部は池田11手也氏から

松元四郎氏へ､それぞれ提識力ざあったので本正1脚F

会の同意萄￥たい､旨提案力室あり､並才毒后長からt浴
られ1面]意された。

諄醍豆1）会長の耳i巽

並ｵ弔義曇から、本誠題審識I|'は専務理半に繊'jf
進行を願うこととしたい旨諮られ了碓された。

児巨玉専務理1fから、昨年当初の理ﾘf会において、

戸旧理事の次期会長力寸旨我された後、遅葬前省ｲ則の

意向で1年|ﾊjの就任猶予としてきた力罫、今後につい

ても運輸省の兼任許可笥等られないこと力到11ﾘjした。
～だって新たにNORC会長茜墾砧する必要力童あるとの

兇明力毒あり、怠兇をf幕たい旨発喬力童あった。

戸川理'jfから、会踵代ｲj-の北本氏が適任と思う旨

の発言あり。ｿと1畠専務理事から、さらに意見を求める

旨発言力毒あり、大f推兇理事か‘封ilp陥汽の意向を知る

ためより緊祷なj』lL絡を取ること力童肝変であろうとの発

言力室あった。

石原理郡から、帷木氏力誓迩当である、とワ意見力童

あった。

児玉専務jJMfから､並木会踵代行を次1脚会奨とし
て本理非会でﾉ、韮したい旨諦られ、砿認された。

並ｵ壼莪踵から、欠風となった刑会踵には凹來支

部選出理蔀である閏束支部踵代行の古川氏を万i髄

することとしたい旨諮られへ承認ざれた。

新会長並木進士氏及び新副全及古川保夫氏から、

新任の挨拶力毒あった。また、児玉専錺理事から、会

長、副会瞠、及び4理事の新任にﾉ,階づき､専門委此

．I退等の役職の奨励力ざ必要となるので､人事について

は後刻書面1総捜を求めることとしたい旨の発言力罫あり、
帷木議長から帯られ了承された。

言鐸遺(3)1994年度事業報告案

及 び 収 支 決 算 報 告案

久保常務叩:1fから、資料にJj嘩づきレース事業、l暇I

際交流事業及び1WHf,遍肖求裁判の問越、日本舟紬''1振

興会への袖助'jf堆中情の件等、主として総務委Li
会の¥募業を｢iT心とした事業の大要維告力奮あり、児冒l最

財務委貝j乏から､収支決算について壷料に基づき概
要次ワヰ侵告力ざあった。

概う兄

94年の本部収文は、前3年i川にわたる事故対策
山連支出、及び}罪訟蛮用のⅡ扣女、伽を､会員からの

I臨時会我の徴収をもって軽減するという課題を重点と
して執行された。〃IIえて本部特別'jf業の独立採算

化､舟酬白振興全への補助金申i蒲､本部･閏束支部

分離を主体に財』攻i亜営を行った。，J1銃き各事業予算

の削減を実行し厳しい責金繰りを行った力毒、会岱徴
収の落込み、新規会旦・艇X離求の仲ぴ悩み似Ifljの
たよ妹差押Ⅸ文I主全体、本椰ともマイナスとなった。
前年度の経常収支力塞ﾉ､ランスしていたことを与える
と、会只ﾜ沸個寺拡大は重大なテーマと考える。

Ⅱ又入

会費収入(よ正会只と新人公jlの落込み力毒杵しく
人会栞紙は前年の70％でしかなかった。l恥11,¥公費
は各支祁のご協力を得て予定どおり徴収きせていた

だいた。艇式誌求は24％減、！;l洲は15％減であった。
特別'jf業でI型《太平洋レースの蛎務費とジャノfン
力､ソプであり後者では600万と大幅拡大をいただい

た。以上、94年度の本吉剛又_人総額は対予算679万Iリ
マイナスの1徳115万IIJとなった。

支出

補昌理賛の対予算減少分{到耽Lu名の退職による
人件費の減少に起因するものてく会議輩について

は、f測を上''11る会言澗卿催によるものである。〃}f業支
出はj帆ズ'三委戯会の烏羽レース収支力毒悪化している

力ざ出場艇の大幅減少カミ影響している。i汁測委瓜会
の支出大巾i,i恥はORCへのロイヤリティ2年分の支

払い力毒発生したためである。芥委員会は、令I~III会識

などの|刑樅は合l司開催とするなど』j瑳業費の}Yll7成に努
めていただきたい。閏束文部堆金へは900刀111を返
済した。

糸念支州はl俺968万円で､本祁の真の財舐匁伏態を

示す正味11〃蹄I算の結果は､マイナス137万11｣に紹
まった｡前年度のプラス723万に対L糸基常収支のマイ

ナスが延をリ|つ張ったといえる｡リI銃き財I改基無はj脆
弱で今後の財務運営I卦11変わらず気の抜けないオ

ペレーションになる見込みである。

次いで、枇111監事から2ノj6RII鳴田朧』Ifとともに

NORCにおいて監盃した結果は、会計l對係#I好f~‘if

の内容は典突かつ適f去正確で、理事嘩務執行は

法令及び定紋に違反する'j下火のないことを認めたと
の監討+評臓'『力簿あった。

盛問等はなく、並木談士童からﾉ卜案を代議皿会へJ難
案することについて諮られ豚案どおり承認された。

言議題(4)1995年度事業計画案及びM又支予算案

久i呆常猫脚陛Ifから、査料に』座づきレース辨柴、l｣目I

際交流'if業及び船舶振興会への補助事業としての

外洋ヨ､ｿﾄ安全総合対f棒jf柴の巾,蒲、また'1g丁庁への

規制緩不11の働きかけ等暑の1f難について説lﾘj力毒あ

り、児玉J1ｲ．傍委員長から、収支]争算について萱誹:|･に

より大典次のI塊明力毒あった。

栂E要

95年度予算案は船舶振興会による事業補助金対

象事業の本格的運用の初年度として従未とは大きく

異なった方金l－を組み入れたものとなっている。つまり、

補助金対象1f業の総予算のうち2釧の自己nllI力毒

あること、特に技術、言刷11、安令対策特別、11且I除小行

委員会のi血;iｹ橘動経我のうち袖肋金対象'}f業のそ
れと扣当亜襖する事業力童あると考えられることからし

て、それらぴ沸玉費を通常の委』1会経費から削除した

ことである。しかし､王感j寺点では‘jf雄補助金の内容力雪

確定されていないので本f鱒:の組み立ての中では
概算としてI汁上した。

昨年に引統き｣I又入の11|'びは好~Fなものにとどめ、

各委員会，If雌経世は極力絞らせていただいた。しか

し、訴訟閏述ではまだ蛮川血111力童予測されるため、

返7斉金讃包えた資金繰りはなお厳しいもの力寄ある｡昨

年度のよう割臨11寺会蛮の徴収は予定していないもの

の各委此会祇動蛮用、、1F業伐の圧縮に引統きご協
力いただきたい。

乢又入予算

会岱収人は衿二Iニワ>増加にとどめた｡昨年度の会‘歯

収入の藩込みはH柾文再建に大きなブレーキカ雪かか

った。本年皮は、各支部で様々な会員拡大の企11町力童

進められているので=1呈算にはiI'旺接反映しない力ざ大

きな卿j侍をf寺っている。

登録収入の昨年の落ち込みは極めて激しかった

力宝、本年皮は例年並にIuI襖を兄込めるとして一昨年
の数字をとった。

レース閏係収入のうち、，!《も羽レースは担当支那に

委託する方IfIJで､本部発生収支と差額のみを収支I汁
上する形とした。

筒赫11収入はIMS力寒本格的に杵及することを巷瞳

した。

特別二Jjf楽はDH－スの収支を,汁上した。

支出予算

桧玉且曲のうぢf芋蒼すべきものは、常勤理那の交代
による人件曲叩加を見込んだことである。そのほかは

従来ﾜ双垂些上とした。

レースI則係,if業蛮は鳥羽レースの収支を外したこ

とから人脈に減額した｡またff-委只会事業費も方針で

説明したように大l賑に7成緬きせていただいた。

会報:，If堆岱は補助斗鴦業とﾜｺ述擁を計って大I脇なコ

ストセープを行っていただくこととし総務委員会は会

員管瓠理システムの内製化等により扣当額減少させた。
閏束文部J‘嘩金への返済は700万I~']を計上した。
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以Iこの結果、95年度の本部f算案はj蛭済金誹余く
と収支はイーブンとなる力雰、壷金繰り的には余裕を持

てる状況力茸予想されるので、あえて返済を火行し、収
支はマイナス700万円、Ⅱ畠味財産の坤?加を若干のプ

ラスとして考えたい。ざらに、袖助事業について壷料
により次の説明力室あった。

1f勝ﾉ"j体制の整術ということで、閏連する脱走類

の手iI'i:しを行ってきた力雰、一応の了解力報｝られた結

果、平成6年度については無線局の嬢術'jf梁につ
いて111,滴している。

池内皿偏委員長から、蛎艇也区及び三宅,略に海
岸局I没概の方向で進んでいる。舟舗口局の噸力ざ必要
となる力毒米年も3局のl淵,没を｢I標に才佳進したい。6

年座I没ii'iの方向で進んでいる2局はかなりの海域
､のカノ、一力童可能で安全.'三から大きく前進したと言え

る｡各支部とも安全上か1劃I砿l制''1局設迩jWを惟進して
いただきたいと説明力茸あった。

次いで、並ﾌ儒義踵からJYAとの合ｲ井lHl胆につい

ては次jUI描造改革委典災を戸田理無にお願いし､
I司委只会の中でi用題を詰めていくこととしたいとの提
案力毒あり、異議なく決定された。戸田理｡jfから、合併

は対等合併、1年で大筋を決めたい。觜さんの合意

封等られるところまでもっていきたい｡椛造改JI1'4委旦会
の巾で術繊し、本件を推進したい。との発言力童あっ
た。

大磯兄理堺から、平成7年度補助事業に|剰し船

舶振興会からNORCのII的と一致しないように思わ

れる洲盃研究テーマカ宝ある、との考えを示されている

ようである力欝、本テーマについてはNORCの'jf業で

ある旨を虹に重ねて説lﾘ｣し~r解を得ること力童必要で
あろう、との発言力毒あった。

並本磯奨から､95年度'jf業｢汁画業､予算案をｲ塩莪

員会へ､提案すること力毒諦られ、原案どおり承認され
た。

言鰯頃(5)新入会員の承認

及び胃会員・登金諏廷の現削犬報告

ｿと脚¥務理二蝦から、l昨年11Hから本年1ノjの問

ワ瑚了入会員は査料のとおり特別会員6密、正金風16

名、準会、1名の計23橘で､総汁で(卦拙ﾘ会貝952

名、正公li3919名、準会此23名の計4894"iとなる。

また、1）j1日現在の壷録艇は98劃挺で会友艇は

767艇である旨説iﾘ]力童あり、並木議長から23名の入

会力乳浴られ承認された。

認醍副6）1994年度会費滞納者（除名予定者）に
一つし､て

児正呼務理事から、全曲滞納者は壷料のとおり

527名で､除名手統きは従米どおり猶予卿朏jをおいて

行うとの繩告力雪あり、並ﾌ1端義長から会費淵絲内行の除

名力憲I裕られ承認された。

謬醍園7）1995～1996年度*日当

i雲管理委員候補者の選任・

並木繊瞳から、次l明選挙祷理委員候袖将は黄料
のとおりである力寒、このうち|刈來支部の高己j閥I膜IFを平

賀ﾉ戎氏・大石巌氏・繊山勝亜氏と変更し、イ懸渡貝会
へ提案したい旨諮られ喉i認された。

言鰯遁(8)支部及び専門委員毒告

舟慈携委此会

（1）平成8年度捕助'1｛業iI-i論の件

児玉総務委員長から、平成8年度の袖助，if業に

ついては､総務委員会において番高義提案することと

なる力ざ､本理號会において平成8年度補助1f業を船

舶振興会へ申請したい旨代識員会へ提案すること

の承認を得る必要力ざあるとの提議力毒あり、並木議長

から薪られ承認ざれた。

（2）NORα選挙去兇11ﾘ政Iiﾐの件

リ凸I§総務委貝長から次の提案力雰あった。

閏束支部からの提案に坐づき、NORC選挙規
則を次のように改正したい。

第1条「本会の選挙は_,を｢本会の定款第12

条第1城及び1司第25条の規定に基づく役風及び代

議員に閏する選挙は」に改める。

l對來文部の提案主旨は、現行の選挙ﾉ兇j1Ilで

〈主文部の選挙もこの鋪1条に拘束ざれて、文部力毒

支部選挙規則を制定すること力ざできない。従って、こ

の拘束を外したいとするものである。

並恭破j受から、本件討嘘展貝会へj是案することに
ついて諭られ承認された。

言郵遁（9）その他

古川,刑全農から、次の鏥喬力雰あった。

兵hi叫L南祁地獲被災特ｸ汁早ざんに対する義援金

募集について、オフシヨア2)j･号に掲戟された。この

呼掛けは、閏束支部力雪窓11ということで全｢fl的な呼

掛けであるので、各支部におかれては宜しくご協力

をお願いしたい。義援金の11W呈先は「日赤」を予定

している。他に、賛境孟意見等はなく以股で審繊を終了

した。

※引き続き第17回代議員会が行われ、-卜記理事会

の言謝電内容力ざ審議され、すべて了承された。



第99回総会議事録

1日時

平成7年2)125日仕）16815～17:00

2出席者

998名（出席71名委任状927名）

3 議題

（1）新役員選任報告

（2）1994年度1諜報告及び収支決算報告

（3）1995年度1喋荷1画及び収支予算報告

（4）新選挙榊理委員の選任報告

（5）その他椛f'i

議題(1)新役員選任報告

児玉専務理事から、新役員等について次の

蠅告があった。

＊会長並木茂士氏

＊副会長占川保夫氏

以上、理蛎会互選

＊新理事芦田照夫、穎川邦f、

黒瀬友近、浅野英武4名

以上、理＃f公選任・イ歸義貝会承認

退任恥!j;秋川博正、平|州英ｲ高、

松木稀、浦水栄太郎4名

＊支部長交代

関束支部帷木茂士氏から

古川保夫氏へ、

内海支部秋IH博正氏から

1I｣村彰氏へ、

南九州支部池I刊時也氏から

松元四郎氏へ、

以上、理小会l司意・会長任命

＊専門委員長

役員の交代等に伴う専門委興長の交代

については、人選の上後刻オフショア

において報告する。

議題(2)1994年度事業報告

及び収支決算報告

久保常務理1fから、資料に基づきレース事

業、国際交流21礫及びM剖賞請求裁判のlll1題、

H本舟舗ﾛ振興会への補助事業申請の県等、主

として総務委員会の事業を中心とした事業の

大要報告があり、児玉財務委員長から、収支

決算について盗料に雌づき概要次の報告があ

った。

概況

94年の本細IX支は、前3年間にわたる辮故

対策関連支出、及び訴訟費用の財政負担を、

会員からの臨時会鷲の徴収をもってII哨威する

という課題を重点として執行された。

＜収入＞

会費収入は、正会典と新入会員の落込みが

著しく入会実統は前年の70％でしかなかっ

た。臨時会鷲は各支部のご協力を得て予定ど

おり徴収させていただいた。艇薙録は24％

減、計測は15％減であった。特別,l礫は環太

平洋レースの:'I嚇出とジヤパンカ､ソプであり

後者では600万と大幅拡大をいただいた。以

上、94年度の本部収入総額は対予算679万円

マイナスの1徳115万円となった。

＜支出＞

fW1戦の対予算減少分は職員1名の退職に

よる人件曲の減少に起因するものである。各

委員会は、全国会議などのlIH樅は合I可開催と

するなど事業費の削減に努めていただきたい。

関東支部雅金へは900万円を返済した。

総支出は1億968万円で、本部の真の財政

状態を示す正味財産計算の結果は、マイナス

137"I11に留まった。前年度のプラス723万に

対し経附収支のマイナスが足を引っ張ったと

いえる。’jl続き財政基撚は脆弱で今後の財務

運営は+11変わらず気の抜けないオペレーショ

ンになる見込みである。

課題3）1995年度事業計画

及び収支予算報告

久保常務理事から、黄料に韮づきレース蛎

業、国際交流事業及び船舶振興会への補助事

業としての外洋ヨット安全総合対策事業のIII

請、また官庁への規制緩和の働きかけ等の辮

務及びJYAとの問題については構造改耶委

員会の糯義の中て常怖撒を亜ねる方針である、

との説Iﾘjがあり、児玉財務委員長から、収支

予算について資料により大要次の説明があっ

た。

95年度予算案は、冊洲I振興会による事業補

助金対象1錐の本格的述川の初年度として従

米とは大きく異なった方針を組み入れたもの

となっている。つまり、補助金対象事業の総

予算のうち2割の自己負柧があること、特に

技術、計測、安全対策特別、同際小各委蝕会

の辿常析動経費のうち補助金対象事業のそれ

とｲ1rI1重複する事業があると考えられること

からして、それらの経磯を通常の委員会経曲

から削除したことである。しかし、現時点で

は1錐補助金の内容が"症されていないので

本予算の組み立ての!|!では概算として計上し

た。

昨年にリ|続き収入の1IIIびは若千なものにと

どめ、各委員会事業経費は極力絞らせていた

だいた。昨年度のような臨時会費の徴収は予

定していないものの各委乢会満勤費用、事業

斑のII"iiに引続きご協ﾉJいただきたい。

収入j与算

会曲収入は若千の哨加にとどめた。各支部

で様々な会員拡大の企画が進められているの

で予算には直接反映しないが大きな期待を持

っている。

登録収入は例年並にl'11復を見込めていると

して一昨年の数字をとった。

レース関係収入のうち､鳥羽ﾚｰｽは拙当

支部に委託する方向で、本部発生収支と差額

のみを収支計_上する形とした。

計測収入はIMSが本格的に普及すること

を考噛した。

特別,l錐はDHレースの収支を計上した。

支IⅡ予算

f"1戦のうち特筆すべきものは、常勤理'I(

－4－

の交代による人件費増加を見込んだことであ

る。そのほかは従来の延長上とした。

レース関係'1喋曲は鳥羽レースの収支を外

したことから大川,iに減額した。各委員会事業

賀も大幅に減額させていただいた。

会報事業費は補助事業費との連携を計って

大幅なコストセープを行っていただくことと

し総務委員会は会員管理システムの内製化等

により柑当額減少させた。関東支部基金へ

の返済は700万円を計上した。

以上の結果､収支はマイナス700万円､正味

財産の墹加を若千のプラスとして考えたい。

議題(4)新選挙管理委員の選任報告

児玉専務理蛎から、代議員会において新選

挙管理委貝が次のとおり承認され、会長から

任命された、との報告があった。

関東（平費威大石厳横山勝重）駿河湾一
（峰田昌矩）東海（大橋郁夫畏尾好泰）近

畿北陸(提章磯田康夫)内海(松本|却照辰

井栄一郎）西内海（畳谷昭範坂木真）玄海

（松尾貴比,'i)沖繩(桃原秀明)il1'附加峡(加

藤寛治）北海通（大屋良治）常磐(繩l-H好幸）

南九州（池田IIf也宇都光伸）

議題(5)その他報告

①児玉専務III率から次の報告があった。

*NORα塑挙規則の改正

＊顎業補助金申請及び運営に関する規

程の承認

＊平成8年度補助事業申請の承認

②訴訟問題報告

大朧兇叩J)fから、大要次の＃M告があっ

た。

たか批需賠悔青求訴訟では、艇の安全

に閏するオーナー責任、レースの企画運

営に関する責任、クルーにl則するオーナ

ーの責任等が問われているが、NORCとへ

しては、妥協することのない対応を進め

ている。ORCも、NORCが本件を報告し

ていることもあって、レースルールはレ

ース中のみに限って適川されるものであ

る、ことを猟こ自己責任の1't微を明確に

することをﾉ,喋本スタンスとして対応して

いる。

③ボートショー

内藤理事から次の報告があった。

本年2月のボートショーは、会員のみ

でなく広くクルーザーヨット愛好者への

アピールをメインに展示した。アンケー

トをｲW'1いただいたが整理次第オフショ

アに発表する。ご意見をいただいて来年

の出展に結びつけたいので宜しくお願い

する。

④並木会長から、次回総会は時間の都合

上代扁獄I会との合同会議とする予定であ

る、旨の発言があった。



理事紹介
,識 唱守J・~蕊

醇窯懲

｢日頃思うこと ｜ 内海支部芦田照夫

Y
ﾉ
ﾘ

このたび、はからずも当協会の理事に就任

することとなりました。様子力烹よく判りませ

んが、私なりにヨット乗りとして、お役に立

てればと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。

当会の情報と云えば、送られてくる｢OFF-
一

SHORE｣誌力唯一であります力罫､i尚唾忠うこ

とは、「グアムレース｣にともなって発生した

一連の訴訟について、特に、当協会力鞁告と

なっている案件についてです。もしもこの裁

判で当会力救訴した場合、いったいどのよう

なJjf態力起るのであろうかということです。

ilk近、弁謹士費用が冬支部より徴収され、

私の属する内海支部からは、永年積立てられ

た、海難救助基金より支払われたわけですカミ

もし敗訴となった場合は、恐らく多額な金額

は、誰が負担することとなるのでしょうか。

「いやいや、敗訴することなど考える必要は

絶対にありませんよ」とそうなることを望み

ませんが、誰もそう言い切ることはできない

でしょう。

関係者のご努力を前にして誠に申しわけあ

りませんが、会員、理事者または会長および

危険にさらされる糸聯kの危険樺I1は、その後

手当てがされたのかどうかが一番気がかりと

なるところです。

蕊

OFFSHORE235

壁塞簿 蕊 鍵

今や安全管理は、艇の安全、乗組の安全と

いう次元を越えて、レース主樅者の安全とい

う危険の認識力重視され、これは各支部で主

樅されているレースにも、その蔭がしのび寄

っているということです。

すべて起こりうる危険を認識し、そしてそ

れを測定し、そしてこの対策を考えるという

危機管理が必要なI1寺代となって来ています。

ヨット、レースに閏する危険符理のマニュ

アルが必要となっています。そして外湘U､L走

協会に入会したヨットクラブは、そのノウハ

ウを使うことができ、次の時代は危険符理・

泊地対策、規制緩fllのノウハウを使うために

団体で入会しなければ、安閑とヨットライフ

を楽しめなくなる時代が来るのではと、夢見

ています。

●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●e■●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●■●●●●●●●●●､●●●●●●

｢理事就任のごあいさつ」”海支都黒瀬知周(友近）

へ

この度、はからずもNORCの理蛎に就任す

ることとなりました。

特別会員番号690の黒瀬知周(並称友近)で

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

子供の時から、海が好きﾉﾉ舟が好き./､/暇が

あれば海に出て、ただ潮風に吹かれ、海の匂

いをかいでおりました。

15～6年前からヨットに転向し、今は1人

で、または家内と乗る時は22フィートの手I朧

なヨット（フリー･ダム)、また7～8人でク

ルージングを楽しむ時は、N30(アサヒ)のヨ

ットでと、気の向くままに、瀬戸内の海をl'I

然とたわむれな力雰ら楽しんでおります。

岡山県営の牛窓ヨット・ハーバーカ建設に

入り、財EI法人岡III県牛窓海洋スポーツ振興

会力殼立した時に理辨に就任し、以来振興会

の役員として、会の迩営と、ハーバーの建設、

クラブン､ウスの建設と、微力な力罫らお世話さ

せていただいております。

ヨットに乗り始めは、初夢杯（岡山1Ij長

杯)､小豆島一周レース､牛窓HI]主催の第1m

の牛窓称、等々とレースに参加し、いくつか

のトロフィーもいただきました。

齢（よわい)60才を過ぎた今、ただヨット

を楽しむ、そして自分の健康符理としてヨッ

トとたわむれているといっていいのでしょう。

そうした私が岡山フリートの門田久志さん

にすすめられ、はからずも、需誉ある商傲の

花であると思っていた、NORCの理事に就任

となりました。

NORCにとって、どこまでお役に立つこと

ができるのか、また会員の皆様や岡山フリー

トの方々のお役に立つことができるかどうか

分りませんが、私なりに努力させていただき

たいものと思っております。

侍々様のご握專とご伽燵をおI願い申し上げ

ます。終りになりましたが、NORCのますま

すの発展と会員皆様のご繁栄とご多幸を心よ

りお祈り『IIし上げ、ごあいさつといたします。

:｡・・・・・・・．。．．。．．・・・・・・・・・．．．．。．・・・・・・．｡。．．．・・・・・・・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．。．・・・・・・・．。・・・・・・・．。．．・・・．。．。．・・・．・・・・・・・．．・・・．・・
● ：

関東支部植松.古川結婚パーティ､松尾柾夫､市川和北村勝彦､NORC本音嶬金箱､辻村満三朗(近：：

：
彦､戸田邦司､児玉萬平､高田尚之､並木茂畿.北陸)､竹内敏夫(岩手)､土生幸次(大分）；

阪神大震災士､山本高渭､大儀見薫､市村俊明､加藤正（順不同･敬称略）：
：

：

： ：

義援金のご報告敏､藤田弘治､横沢真則､大川和好､野口隆：：

司、加藤忠男、加藤幸輝、中村寛、伊藤彰男、各位より寄せられた義援金は、去る4月’0：●

;義援金を寄せられた方々 のお名前丸山茂木若原英己古屋静男佐藤三次、日､大野健作事務局長の手により日本赤十字；
：大野健作､古川保夫､菅野道､内藤恒夫､稲寺澤寿一､斉藤晴彦､萬里小路昌秀､原田八社に持参いたしました｡皆様のこ協力に対し、；
;葉文則､川久保史朗山岸弘､鈴木保夫､植郎､能條秀夫､清田博､石原慎太郎､未央ョ心より御礼申し上げます。；
：松渭、今岡又彦、〉華予英武、和久井喜治郎、ツトクラブ、富沢清美、平松栄一、岩瀬慶一、関東支部長古川保夫：
； ：

●｡●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●■●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●
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試験的航路権規則及び定義(1明5)解説
石井正行NORCルール委員長

19940FFSHORE12月号に掲載した簡略化ルールの解説です。

この解説では、識黄的航路権規則をX、現行のIYRRをCと表記する。

その他の記号は次の通りとする。

L；風下艇、W；同卜艇、P；ポート・タックの艇、S；スターボード

A;クリア・アヘッドの艇､B；ｸﾘｱ・ｱｽﾀｰﾝの艇､O;外側艇､

タックの艇、

｜；内側艇

6.2基本的にはC-39.1と|司じであるが､次

の2点力爵変わった。‘へ|A節基本原則’
(1)C-39.1は､WのヘルムスマンとL

のマストの位置関係であったが、X一

6.2はマストとマストの関係で判断

することとなった。

(2)Lに対する制限(プロノ､ー コースよ

り風上を帆走してはならない)が現在

の艇位置だけ（今現在マスト･アビー

ムかどうか）となった。（図2)(図3）

反対のタック

C-36とllilじ。

C-35をベースとしているが､判定条件

として2艇身の適用範囲力斗采用された。

（図1）

同一のタック

(a)C-37.1と同じ。

(l))C-37.2と同じ。

1．接触の回避

「努力する」(try)がキーワード、「成否は

問わない」とも読める。

「可能な限り」ということは、時には努力

することもできない場合があることを認めて

いる。

これは、C－32（重大な損傷）に似ている

が､C-32と違って､重大な批傷が起こるかど

うかに関わりなく、すべての接触を対象とし

ている。

航路権を持つ艇が、他艇の反則を立証する

ために故意に接触すれば、航路権のある艇も

違反したことになる。

2．コースの変更

航路惟艇がコースを変える場合は、航路椎

のない艇に航路椛艇を避けるためのルームと

時間を与えることを条件としている。従って

C-39で認められていた任意のラフイングは

●
旬
Ｉ
ユ
ｎ
／
〕

●
●

５
５
５

■
１
１
ユ

Ｇ

６
６

↓
図1

謝17．鵬腫‘

両艇の間隔が2艇身以上離れていればSは自由に

コースの変更ができる。但し、PがSの2艇身以

内となった場合は、PがSを避けるために、それ

まで以上に余分な行動をとらなければならなくな

るようなコースの変更をSはしてはならない。

(Rク1
、曹・ニノ

へ

無
鞄

１
１
Ｖ
Ｗ

図2

できなくなった。LがWをラブする場合、L

はWに対応する時|H1とルームを与えなければ

ならない。

3．航路権を得ること

ここでは、C-37.3(同一タックの原則…オ

ーバーラップの成立)、C-41.2(タックの変

更一ダッキング及びジヤイビング…経過規

定)、及びC-44(スタートラインのコース・

サイドにいるヨット）の最後の文章を、ル弧リ

として述べている。

4．レース中でない場合

これは、C-30.1(レース中の他艇を溜極的

に妨害してはならない）に代わるものである

が、「積極的妨害｣だけでなく、レース中の艇

に対して行うすべての妨害を規制している。

「可能な限り」「努力する」という表現は、

X－1と同じである。

(I)Lが追越艇（マスト・アビームより後方から

この位置となった）の場合、LのマストがW

のマストより前になれば、Lはプロパーコー

スより風上を帆走することができる。（6.2）

(2)Wが追越艇の場合、WのマストがLのマスト

の真横又は前となった時は、Lはプロパーコ

ースより風上を帆走してはならない。（6.2）

図‘↓ L|はW|の2艇身以内であり、LIのマストから真

横に引いた仮想線がW|のマストの後方にあるか

ら、本来ならL|はプロパーコースより風上を帆走

（ラフ）してはならない。（6.2）

しかし、L2のようにタックする場合(wがLを避

けるためにコースを変更しないで済むようにタッ

クする場合）は、タッキングのためのラフをする

ことは差支えない。

1

－6－

B節砺 路権規則



図4

へ

図5

C-39.1は、一旦マスト・アビーム

となった場合は､そのオーバーラップ

が続いている間はプロパー･コースよ

り風上を帆走してはならないのであ
へ

った(図4)が、X-6.2では、マスト・

ラインとなってプロパー･コースに戻

した時にマスト･ラインより前方とな

れば再度ラブすることができること

となった。(IXI5)

但し、「スタート前には適用されな

い｣ということは現行ルールとliilじで

ある。（スタート信号前にはプロパ

ー・コースは存在しない一定義一）

6．3』雀本的にはC-39.3と同じであるが、3

艇身が2艇身に変わった。

↓

現行ルール

L|がラフを開始

L2W2でマスト・アビーム

L2はプロパーコースまで戻し(L3)

そのオーバーラップ力続いている間はフ

ロパーコースより風上を帆走してはなら

ない（ラフしてはならない）

簡略化ルール

L|がラフを開始

L2W2でマスト・ライン

L2はプロパーコースより風上を帆走し

てはならないので、ベア一する。

L3ではマスト・ラインより前方となるか

ら再びラブすることができる。

C節ダッキング；マーク又は

障害物の通過その他の規則

C節の規則はB節の規則に優先する。

7．ダッキング

韮本的にはC-41と同じであるが、C-第1

章の「ダッキング」の定義をこの条文の中に

入れて、全体的にはC－41を簡略にした。

8．マーク又は障害物の通過

8.1マーク又は障害物を通過する時に適用

される規則であるが､スタートのマーク

においては適用されない。スタート･マ

図6
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－クカ輝害物であろうとなかろうと､或

いは､航行可能な水面に囲まれているか

否かに拘らず、スタート･マークではX

－8は適用されない。（図6）

8.21が次のレグに入った時に本規則の適

川は終り、航路権規則力適用される。

後半の規定は､現行ルールも|可じである

が、次のような場合に適用される。

複数の艇がオーバーラップしたままマ

ークに接近している時､マークから2艇

身のサークルに入る前に､他の1艇が後

方からこれらの艇群にオーバーラップ

した｡Oが1～2挺であればIにルーム

を与えるという通常のパターンである

が､Oが多数である場合、2艇身の直前

でオーバーラップしてきたIに最早ル

ームを与えることができないこともあ

る。このような場合は、たとえマークか

ら2艇身となる前にオーバーラップし

たとしても､ルームを要求する事はでき

ない。

8.3C-42.2と|司じ。

8.4風上マークにおけるダッキング

これは大l偏に変更された。

反対のタックで風上マークに接近し

ている艇のうち､マークから2艇身以内

でタックした艇は､窮地に立たされるこ

とになる。

マークをポート側に見てml航する風

上マークで､マークをかわすことのでき

るsにPが接近した状況を想定して見

よう。

(a)PがSの風下側又は前方でタック

する場合には大きなリスクがある｡も

スタート・ライン

f

、Ⅷ、
L

第8条と第9条はスタート・マークでは適用されない。Lはラフしてかわすルームを要求することも

できないし、障害物タックの要求もできない。

＝ア
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試験的航路権規則及び定義(1995)解説

しSがPの風上側にオーバーラヅプ

したら、Sはベアーして、Pに対して

ドアーをlI1じることカゴできる。(Ixl7)

従って､PがSの風下側又は前方でタ

ックしようとする場合には､SがPに

オーバーラップする前にマークを通

過できるという確信がない限り、Pは

タックすべきではない。

X-8(マーク又は障害物の辿過)が

適用される場合は､X-6(同一のタッ

ク）は迩川されない(C節の前文）か

ら、PはX-6.1(a)(風下艇の椛利）

で保謹されることはない。

(b)PがSの前方を通過してSの風上

側でタックした場合は､Sの回航!|:'S

にルームを与えなければならない｡従

って､Sがマークを通過するためのル

ームを確保してやれるだけの距離を

走ってからタ､ソクしなければならな

い。(IX18)

障害物を避けるためのダッキング9．障害物を避けるためのダッキング

スタートの場合を除き、本剥1ﾘはいかなる

障害物（マークである場合も含む）において

も適川されるという点で、基本的にはC-43

と同じであるが、次のように簡略化されてい

る。

図7

と

C-43.3b)(|境害物がマークでもある場介

…声をかけられたヨットカ爵かわせる場合、風

下の先行艇はタック要求できない）の複雑な

規定や、殆ど使われなかった例外規定は削除

された。

つまり、C-43.Mb)では|境害物と兇倣され

るマークを凪上艇が交わせる場合は、風下艇

のルーム要求を拒否することができたが、X

-9では応じなければならないこととなった。

10．ペナルティーの履行

ペナルティー・ターンを開始する前は、他

艇を避けている間でも航路椎はある。しかし、

ペナルティー・ターン開始と|可時に航路椎は

なくなる。（定義参照）

11．転覆、坐礁、投錨、又は救助

C-46と|可じ。

圖
●KeepingClear

他艇との衝突をIIII避しただけでは、定義通

り「避けた」ことにならない場合もあること

に注意しなければならない。

●ProperCourse

X-6.2及びX-5.2の後半の規定はスター

ト前には通Ⅱ'されない。

図8

－8－

a■

逐条解説は、大体以上の通りであるが、現実

のレースを想定しながら全体を復習してみよ

う。

スタート信号前

レース中における基本的な航路権は、現行

ルールと同じである(X-5.1(C-36)及びX－

6.1(C-37)参照）が、スタート前は若干違

う。

C-42(マーク及び障害物の回航又は通過）

やC-43(障害物タックのルーム要求)と異な

り､X-8(マーク又は障害物の通過)とX-9(障

霄物を避けるためのダッキング）は、スター

ト・マークやそのアンカー・ロープには通用

されない。

又、C-38.1(スタート前、マスト.アビー

ム、クロース･ホールドより風上II，徒の禁止)へ

’



一

はWI除された。この事とX-6.2(風下艇は、

マスト・ラインより後方の時はプロパー・コ

ースより風上を帆走してはならない）がスタ

ート信号前には適川されない（プロパー・コ

ースの定義参照）という事実により、風上艇

に僅かにオーバーラップした風下艇は、クロ

ース・ホールドより風上をIIL走することがで

きるようになる。

肢終的にX-2(コースやスピードを変更す

る権利艇は、他艇に避けるルームと時間を与

えよ)が、新しい規定としてC-38.2(スター

ト前のラフィングは緩'曼に、ルームと時間を

与えて）のラフの制限にとって代わった。MII

ち、ラブする（コースを変更する）風下艇又

はクリア・アヘッドの艇は、他艇に避ける時

へ間的余裕を与えなければならない。

風上のレグで

「ダッキング」と「ジャイビング」の定義

は削除された力雰、ダッキング中の艇がどこま

で他挺を避けなければならないかということ

は､X-7に明記されている。これはC-41と|,1

じである。

従来のC-35(コースの変更に閃する制限）

はX-5.2(2艇身以内でSはPを余分に避け

させるようなコースの変更をしてはならな

い）となり、PとSの出会いのみに適用され

ることとなった。

P力避けている場合、Sは、X-5.2により

P力避けるために余分な行動をとらなければ

ならなくなるようなコースの変更をしてはな

らない。

又､C-35と違ってX-5.2は､両鯉ﾐ大きい

方の2艇身以内に入った場令にのみ通用され

る。X-5.2では､C-35と違ってObStructとか

Preventの愈味を考える必要もない。間題は、

P力慨に避けていた以上に更に行動を起こさ

なければならなかったどうかという事だけで

ある。

X-9(障害物を避けるためのダッキング）

は若干短文になったが、雄本的には殆どC-

43と同じである。（逐条ｶ説参照）

風上のマークで

ここは大幅に変更されたが、逐条解説で十

分説明済み。

全レグで

ヨット・レースにとって雌も重要な変化は、

C-39(スタート後のラフイング)カミX-2("

利艇がコースを変更する場合は、他艇に避け

るルームと時間的余裕を与えよ）及びX-

6．2（風|艇は、マスト･ラインより後方の場

合は、プロパー・コースより風上を帆走して

はならない）に世き換えられた事であろう。

風下艇又はクリア・アヘ､ソドの艇は、もは

や「任意に」ラブすることは許されない。し

かしながら他艇に避けるルームと時間を与え

れば(X-2)ラフしてもよい。他艇は、X‐

6．1（クリア・アヘッド・クリア・アスター

ン、風上・風下）により直ちに避ける行動を

起こさなくてはならない。

X-6.3はC-39.1(スタート後のラフイン

グ…プロパー・コースより風上のII)･L走に対す

るiljI限）及びマスト・アビームの定義にとっ

て代った｡そしてX-6.2は､C-39.1よりも単

純である。というのは、X-6.2力遮用される

OFFSHORE235

かどうかは、マストが今どこにあるかという

ことだけによって決まる。オーバーラップ中

の少し前にマストがどこにあったかではない。

又、風下艇がそのプロパー・コースより風

上を帆走していいかどうかを決定するマス

ト・アビームのﾉI嘩準は、マスト・ラインのﾉif

準に変わった。

風下のレグで

ランニングでポート・タックの艇カゴジャイ

ブした場合、X-5.2(2艇身以内でSはPを

余分に避けるようなコースの変更をしてはな

らない）の制約を受けるのであるが、X－2に

より、Pに避ける時間を与えれば、スターポ

ード・タックのプロパーコースまで上ってよ

い。

マーク及び障害物に於いて

X-8(マーク又は障害物の通過）のIi(則

は、本質的にはC-42(マーク回航）と同様で

ある。簡略化は2つの方法で行われた。

X-8力適用されている場合、X-5(反対の

タ､ソク）とX-6(I可一のタック）の航路椎規

定は適用されない。

又、X-8.2は、高速道路の交通規制と|『ﾘ様

の権利と義務を耐泣している。内仙艇は自分

のレーンの中にいなければならない。外111艇

も外側のレーンをキープしなければならない。

レーンの幅はルームの定義で規定されている。

両艇とも走れる場所が制限（航路力親制）さ

れており、いづれにも航路権はない。

お詫びと訂正

前Inl(1994.12月号No231)掲職の｢簡|略化ル

ール」に誤りがありましたので次のように訂

正いたします。（誤）

航路権規l!II(5頁）

前文の下から2行[I「第2条の違反」

B節航路椎規則（5頁）

5．11行目ボード・タック

5．23行目ボート・タック

(正）

｢第4条の違反」

ボード・タック

ポート・タック

－ 9 －



（最終回）IMS勉強会関東支部

RMSとスクラッチシート
解説：高槻和宏

1

ピューターが行うので、選手にとっては結果

が分かりにくく、ともすれば、レース中、－

体自分達は勝っているのか負けているのか、

どの船にどれだけ差を付ければいいのか、さ

っぱり分からない、といった状況も起きてき
÷÷

ま90

そこで、必要になってくるのがスクラッチヘ
シートです。スクラッチシートとは、参加各

艇のハンディキャップを書き並べた物で、ﾚ

ｰｽｺｰｽのタイプ毎に違う物が必要になっ

てきます。

通常、レース前にコミッティーから配られ

るのは、以下のようなものです。

「レース･マネイジメント･システム」

IMSは大変良くできたシステムですが、そ

の利点を最大限に生かすには、修正時間を計

算する際にPCS(パフォーマンス･カーブ･ス

コアリング）を使うことが重要です。

PCSの理屈については前回の解説で理解し

ていただけたと思いますが、実際に計算を行

うにはRMS(レース・マネイジメント･シス

テム）というコンピュータ・ソフトウエアを

使わなくてはなりません。RMSはORCが開発

し、各国のナショナルオーソリティーに配i寸

されており、日本ではNORCが管理していま

す
′O

これまでにも説明があったように、IMSの

ハンディキャップは風向／風速毎に細かく表

されています。レースに参加している全艇の

データを入力するだけでも大変な作業になり、

そこには人的な入力ミスが生じる可能性も多

くなるでしょう。しかし、RMSでは、日本で

登録された全|MS艇のハンディキャップデー

タがナショナルオーソリティー(NORC)より

ファイルで提供され、プログラム内で参加艇

の分だけ選択、利用する事ができるので、こ

のようなミスの心配は無用。様々なコースや

クラス分けにも対応し、スクラッチシートの

プリントアウトから、レースの成績を出すま

で、レース運営に必要なあらゆる作業をこな

すことができるようになっています。

これまで、クラブレースレベルでは、GPH

(ジェネラル・パーパス・ハンディキャップ）

を使い、電卓、或いは表計算ソフトを使って

計算するという方法が採られることが多かっ

たと思いますが、本来GPHはクラス分け等に

利用するべき数字で、これでは|MSも宝の持

ち腐れ。ぜひともRMSを使ってPCSでの時間

修正を行う必要があると思います。

講習会当日は、参加者がレースに出場する

立場の方中心でしたので、RMSの使い方につ

いての説明はしませんでしたが､今後､|MSが

本格的に普及するに従い、RMSについての講

習会を行う必要が出てくるでしょう。

「スクラッチシートの使い方」

PCSでは、コースレイアウトや風の強弱に

よる有利／不利も、最大限に時間修正の中に

盛り込むようになっています。その上、コミ

ッティーがその日の風速を決める、というよ

うな人為的な決定をする必要もありません。

（変則的なコースや潮流の影響を加味すると

なると､人為的な判断が必要になりますが…）

と、いいことずくめのようですが、欠点も

あります。それは、コンピューターを使わな

くてはならないので、その為の機材や多少の

失職を持ったオペレーターが必要になること

です。さらに、時間修正の計算をすべてコン

（表1）
sumple.94R

6.%B-R-Run

ListofEntries

SailNumberYachtName

Windspeeds(Kts)
'012141620crewwt68

-4700 BEONE

MUMM360NE－DESlGN

ESMERALDA

FOUNDATlON

SAMOA

３
５
６
３
５

１
５
４
５
６

９
６
６
７
４

０
５
８
９
７

２
８
８
３
８

８
８
１
３
４

９
９
０
０
０

０
５
３
８
０

９
９
６
０
５

０
０
３
５
６

８
８
８
８
８

７
７
９
８
５

８
２
７
５
９

１
２
４
５
７

７
７
７
７
７

８
３
６
６
４

１
０
４
６
８

６
７
９
９
２

６
６
６
６
７

９
２
８
８
９

４
７
２
８
７

２
３
６
５
９

６
６
６
６
６

４
６
１
２
５

２
６
５
６
９

０
１
４
３
７

６
６
６
６
６

１
２
３
７
８

６
０
３
２
６

７
９
２
１
５

５
５
６
６
６

１
９
５

２
５
５

８
９
０

４
４
３

Ｎ
Ｎ

Ｐ
Ｐ

Ｊ
Ｊ

IMSRACERESULTSPROGRAM,GOPYRIGHTI9940RCLONDON

Date(M/D/Yr)I0-04-199412:35
へ

例に挙げたのは上りが60％を占めるソー

セージコースのものですが、それぞれ風速毎

に｜マイルをXXX秒で走りなさい。あるいは

XXX秒で走れるはずだ。という意味です。

しかし、この表では、走る艇上で、自艇と

他艇の差を比べるのは至難のワザです。そこ

で、自艇を中心にした表を作ると、ずっと見

やすくなります。

（表2）
sumple.94R

6.%B-R-Run

ListofEntries

SailNumberYachtName

Windspeeds(Kts)
' 0 1 2 1 4 1 620crewwt68

０
１
９
５

０
２
５
５

７
８
９
０

４
４
４
３

Ｎ
Ｎ

Ｐ
Ｐ

Ｊ
Ｊ

BEONE

MUMM360NE－DESlGN

ESMERALDA

FOUNDATlON

SAMOA

８
３
０
０
８

６
０
０
５
９

３
３
１
２

３
８
０
６
７

７
６
０
４
８

２
２
１
２

８
３
０
０
８

２
４
０
２
３

３
２
３

９
７
０
０
１

７
５
０
４
５

３
２
－
３

３
５
６
３
５

１
５
４
５
６

９
６
６
７
４

２
１
０
０
６

９
５
０
８
１

２
２
３

２
１
０
７
５

７
３
０
０
３

４
３
１
３

７
５
０
９
４

２
８
０
８
４

４
２
－
３

|MSRACERESULTSPROGRAM,GOPYRIGHT|9940RCLONDON

Date(M/D/Yr)I0-04-|9941235
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ここでは自艇と他艇の｜マイルあたりの差

が秒数で出ています。負の値は自艇より早く

走らなくてはならない、という事を意味しま

す。

これでだいぶ分かりやすくなりました｡<エ

スメラルダ＞とくファウンデーション＞を比

へくると風速'3ノット位を境にして、立場が逆
転しているのが分かると思います。特に艇数

が多くなると、（表｜）を眺めるだけではこの

ような違いがピンと来ません。

（表2）もRMSで出力することができます

が、もちろん、コミッティーから配られた(表

｜）から各自が作成することもそれほと難し

くはありません。

どうせ自分で作るなら、と考えたのが（表

3）です。

これはコースタイプにさらにコースの距離

を掛け合わせたものです。

自艇の欄(網掛けしてある)は、単位が｢時

間」です。つまり、〈エスメラルダ>がこのコ

ースを|､9時間（|時間54分）で走りきったと

すると、|w(インブライド・ウインド）は|0

ノットになるということです。

へ自艇以外の欄は、単位が「分」です。つま
り、その時くファウンデーション>を|,2分(｜

分'2秒）以上離していれば<エスメラルダ＞

の勝ち、ということです。〈ビーワン＞に4．4

分(4分24秒)以上離されているとくエスメラ

ルダ＞の負け、ということになります。と．う

です、わかりやすいでしょう。

汎用の表計算ソフトを使えば、数字の入れ

替えは自由自在。たとえば、インシュアレー

スの場合など、距離は当日の朝にならないと

分からないことが多いのですが、左上の数字

を入れ直すだけで、瞬時にすべてのデータを

再計算していくれますから、何通りか印刷し

ておいて、その日のコースレングスに合った

物を使うようにすればいいわけです。

この表の考え方は必ずしも正確にPCSを捉

えてはいませんが、実際レース中の艇上では、

それほど厳密に他艇との時間差を測ることが

できないので、正確さよりも、わかりやすさ

を追求して、この形に落ちつきました。この

表を使うだけでも、十分にレースの緊迫ぶり

を楽しむことができると思います。

最後の上りのレグ。ポツンと｜艇で走って

はいても、5分後ろの敵と秒差の争いをして

いる、なんてことが多いもの。その時この表

があれば、集中力を維持し続けて最後までレ

ースモードで走ることが可能になるのです。

(表3）

BICIDIEIF|GIHA

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
’
９
｜
旧
一
Ⅱ
｜
吃
一
旧
一
Ｍ
一
幅
一
陥
一
Ⅳ
｜
昭
一
旧
一
ｍ
一
副
一
理
一
露
一
劃

WS68．010．012．014．016．020．0
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エスメラルダがこのコースを1.9時間で走った時

ファウンデーションを｜､2分以上離せば勝ちということがすぐ．わかる

IMSクラブ証書適合艇種一覧NORC計測委員会

現在、IMSクラブ証書取得可能な艇種は以下のとおりです。

[B]:BALTIC35、BALTIC43、BEN375、BEN41S5、BEN45F5、BEN53F5

[C]:CAPE35

[D]:DEH36DB、DEH38

[E]:ELLI935

[F]:FARR31、FARRMRX、FRERS33、FRERS38、FST38S5、FST40.7，

FST41S5、FST42S7、FSTCCHAL

[H]:HNK42C

[|]:IMS1O3、IMS950、lMX38

[J]:J29，J33，J39、JEAN0.D.、JONMERI40、JEAN41

[N]:NSX

[S]:SIGMA38、SWAN36、SWAN40、SWAN44、SWAN53、SWlNG34

[T]:TRIPP36

[X]:X79、X99，X119、X372，X402，X412

[Y]:YAM9.5，YAM31S

ただし、この中には傾斜テスト（計測実施料はIMS委員会が負担する)が必要な艇種が含ま

れています。詳しくは前月号のオフショアを参照して下さい。
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＜たか＞提訴シリーズ（第13回）

NORCの反論
NORCは、前回にお伝えした原告の主張に

対する反論を計25頁に及ぶ｢準備書面(5)」「準

備書面(6)」にまとめ、2月22日に地裁へ提出

しました。以下がその概要です。

原告はNORCを「悪しき商業主義にとらわ

れた｣と非難するために、「被告協会は、年間

財政規模も2億円を上回る大組織に発展して

いる」「被告協会は､本件レースの主催者であ

ると表示して、参加者を募ったうえ、参加料

を徴収している。またスポンサーのトーヨコ

グルーフ･からは、高額の後援料が被告協会に

支払われている。（甲第43号証の'992年度収

支予算案によると本件レースによる被告協会

の予定収入は'800万円となっている)」など

という窓意的な記述をしていますが、これら

に対して「準備書面(5)｣は、JGYR92が催され

た'991年度と最新の昨年度の収支計算書を

掲載ともに決算は赤字なのを明示しました。

また｢準備書面(6)｣でJGYR92の収支言慎害を

示し、㈱東急エージェンシーを経て得た

JGYR92の実施運営費|230万円には、現地グ

アムのマリアナス・ヨットクラブヘの運営協

力費やマスコミへのパブリシティ経費が含ま

れていて、NORCに渡った実施運営費は517"

円余であって、92年｜月31日に於ける

JGYR92収支計算の残金は､51万円余に過ぎな

いのを明らかにしました。

このような金銭の出入りでも「悪しき商業

主義」なのであれば、一方を正当化するため

に一方を艇める術を生業とする方もまた「悪

しき商業主義」だと呼ばざるを得ません。

原告の「被告協会は、名実ともに本件レー

スの主催者であって、そのレースの組織、運

営の全般にわたってその参加者の安全確保に

ついて責任を負うべきは当然のことである」

などには、「ヨットレースの主催者は、ヨット

レースというスポーツにおける公平さを確保

するための責任を負っている」｢一方､海上衝

突予防法など船舶関係法規に定められた船舶

の運航に関する責任や船舶管理上の責任が常

にオーナーあるいは船長にあるのは、職白に

関する権利義務の大前提であるから、これら

のオーナーや船長の権利義務が、ヨットレー

ス中、レース委員会やNORCなどの組織に一

時的にせよ委譲されることは全く有り得な

い」「レース中であっても、船舶の運航や管理

に関する責任は常にオーナーあるいは船長に

あり、この船舶の運航領域あるいは管理領域

に属する場面に対しては、被告協会は関与し

てはならないし関与できない｣｢このことは事

前に明示され、ヨットレースに参加する全て

の人々が合意して作成されたいわゆるORCの

スペシャルレギュレーションには、オーナー

の責任として、艇と乗組員の安全の確保は

オーナーまたはオーナー代理の避けられない

責任であると定められ、また被告協会の外洋

レース規則にも、艇と乗組員の安全の確保は

オーナーの避けられない責任であり、オー

ナーは、所有艇が十分に艤装され、かつ必要

な耐航性を保ち、荒天の海にも適した織曵豊

かなクルーを乗り組ませるように全力をつく

さねばならない」「オーナーは、船体、ス

パー、リギン、セール及びすべての備品を確

実に碧哺し、また安全備品力適正に維持格納

され、それらの使用方法と置き場所を乗組員

に熟知させておかなければならない」と規定

され、しかも「NORC外洋レース規則、NORC

安全規則及びその他の規定の制定、適用及び

これらの諸規定に基づく検査の実施によって、

オーナーの全面的な責任は何ら軽減されるも

のではない｣また｢参加艇や乗組員の事故(死

亡、障害沈没、破損等）及び第三者に与え

た損害についてはNORCはいかなる責任も負

わない、と明記されている」と反論しました。

そして「肝心なことは、外洋レースに参加す

る全てのヨットのオーナー及び乗組員は、こ

れらの規定に従うことに同意し、その上でそ

れぞれレースに参加しているのである」と続

けました。

原告の「過酷な気象条件が予測される厳寒

期の日本逓毎でのヨットレースの開催は、無

謀というほかはなく､｣には､「そもそもJAPAN

-GUAMヨットレースは､原告武市千鶴子氏の

夫であった故武市俊氏ら外洋航海の鑑萸豊か

なヨットマンらが中心となって、厳寒期の日

本をスタートして低気圧の通過する太平洋を

南下し常夏のグアムまでの耐久レースとして

企画立案されたもので､｣｢故武市俊氏は､この

レースの生みの親ともいえるほど、このレー

スの企画には深く関わっていたのである。そ

して、故武市俊氏は、第一回JAPAN-GUAMヨ

ットレースが行われた当時、NORCの帆走委

員長であり、その帆走委員長のもとに組織さ

れた第｜回の同レースの副委員長を務め、積

極的にJAPAN-GUAMヨットレースを推進す

る中心的人物の一人であった」と述べました。

続けて「また、故武市俊氏は、本件たか号

について事前に試乗を行い、そのレポートを
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JGYR92訴訟対策委員会服部一良

ョツティング誌に発表して、明らかに中風以

上のコンディションを意識したデザインで、

とくに掴風のダウンウインド時にはかなりの

高性能が期待できる艇だ､などと評している」

「故水川秀三氏は、外洋ヨットの運航と管理

に関する経験と実績において極めて優れたヨ

ットマンであった故武市俊氏をたか号に乗り

組ませ、たか号の安全な運航を期待していた

ものであり､」などとし、さらに｢－番大事な

ことは、今回のヨットレースのオーナー及び

乗組員らは、海上で遭遇するかもしれないあ

らゆる危険に対処する全ての責任は自らにあ

るということを事前に承知し、かつ、それをへ
前提にしてレースに参加している｣｢あらゆる

スポーツには、そのスポーツ固有の危険があ

り、そのスポーツに参加する者たちは、その

危険を承知しているのである」なと．も加えま

した。その他、海上保安庁の中止勧告に関す

る事項や情報の提供に関する事項、捜索要請

の遅れに関する事項などにも、従前の主張を

補完した的確な反論を行いました。

以上です。それにしても原告は、オーナー

はまだしもクルーの自己責任を一切認めてい

ません。原告は「社会通念上」という表現を

使っているので、それに倣っていえば、通常、

責任を担うからこそ権利も義務も、そして名

誉も生まれるのだと思います。参加したい

レースの選択はもちろん、艇の性能やオー

ナーとスキッパーを含めたチームが、信頼に

価するか否か、クルー自身の判断を尊重しなへ
いのは、クルーの名誉も認めないのに等しく、

「社会通念上｣、これを差別とﾛ平びます。

もっとも、原告は「厳寒期の日本近海での

ヨットレースの開催は無謀」というからには、

春先の天候の変化が激しく突風が吹〈のが予

測される季節の開催は無謀台風の影響が十

分に考えられる夏期も、影響どころか直接の

遭遇もあり得る秋口の開催は当然無謀とい

うことになりそうで、原告が展開する論理の

行方は、間違いなく外洋レースの否定に向か

っています。安全の確保のためには、他者か

らの援助が得られないはるか彼方の外洋で、

時化の海を渡るなどはナンセンスの極致で無

謀な行為に名誉など論外、なのでしょう。

なお、原告側の代理人は、原告側が質した、

艇の自己復元性に関するORC5.2とNORC安

全規則8.2の関係に、被告協会の準備書面は

答えていないと詰問してきましたので、現在

その作業を進めています。以上

!
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委員会のメンバーは9310委員会からひきつづきの委員が6名、新し

く就任した委員が7名です。全員がｲ監義員です（新ｲ罵義其の方は2名

です)。

9412委員会の使命は、関東支部の将来を考え、そのため現行の組織

をどう整え、どう運営していったらいいかを検討し、提案してゆくと

へころにあります。関東支部の会員はNORCの中では圧倒的に多数をし
めていますので、関東支部はこうあるべきだと考えますと、必然的に

NORC本部との関連力雰でてきてしまいます。

2月の代議員・総会で、NORC本部の新執行部が発足しました。そ

して、本部にあらたに構造改革委員会が発足し、当委員会からも数名

の委員力参画することになりました。ここでは当然、本部と関束支那

との仕事の分担が話し合われることになるでしょう。

9412委員会は、2月にスタートし、すでに3月に2回の委員会を|ﾘH

きました。この2回の委員会で、9310委員会やその前身の委員会でこ

れまで審議してきたことのおさらいをし、新任の委員からそれらにつ

いての質問やご意見をうかがいました。つまり、ここまでの総括をし

委員どうしの意見の調整をしたのです。

今回は、その意見交換会で、9310や9412の委員会がめざしているも

のについて会員に説明がたりないのではないか、との指摘がありまし

たので、再度、要点をご説明することにします。

NORCは昭和36年に公益法人として発足しました。しかし、当時の

～規模は今の地方支部程度でしたし、構成員も関東の方々が主体で、事

業内容もどちらかといえばレース主体でした。また、会員の大部分力罫

積極的にレースに参加するような文字どおり日本オーシャン・レーシ

ング・クラブ(NORC)でした。

その後、会員が増えるに従いレースをする人ばかりが集まる集団か

ら、外鞘帆走艇を中心として活動する集団にと発展し、年とともに公

益法人としての活動も必要になってきました。クラブ的な活動と、公

益的な活動をどう調和させるかはNORC発足以米のテーマとして会

員のllljでは浮いては消え、消えては浮かぶ議論となっていたのです。

もともと、NORCの運営は会員のボランティア活動に負っているた

め、公益的な仕事をそうたくさん出来るわけはなく、また、会員数か

らいっても、それを専任の人にまかせるだけの会費を集め得ませんで

した。

一方、昔とちがい、次第に新艇を持ってもレースで活躍する期間は

短くなり、またグランプリ化する傾向に追いつかず、いきおい、レー

スを楽しむグループとNORCを維持するだけの会員とに分かれてし

まったのです。NORCで活発に活動している人々は自分たちのレース

を運営することに夢中でしたし、レースを離れた維持会員は活動する

人々を横目で眺めているだけとなり、両者とも、新規参入者を噸やす

ように働きかけたり糸l職を再編したりするエネルギーに欠けていまし

た。

新規参入者には目に見えるようなメリット、すなわち公益的な活動

とか、底辺を大事に活動してゆく施策が欠落していましたので、簡単

に言えばNORCに魅力がなく、次第に新規参入者たちを取り込むのが

むつかしくなってきました。しかし、新たに外1泊帆走の遊びに入って

くる人々がなくなったのではなく、相変わらずかなりの人々力粥説に

参入してきていて、いま、その人々はNORCを相手にせず、自分たち

で身近にクラブを作り、そこで結構楽し〈遊ぶことができるようにし

てしまったのです。

船検を簡単にするとか、サクラマークのI裸題を鱗央するとか、いわ

ば公益的仕小を成就するには、外瀬帆走を楽しむ人々の力を結集する

必要があります。また、いまNORCの会員でいる人々は、外洋帆走を

楽しむだけではなく、自分たちの遊ぶ環境をよくするために外にli'jか

っても何かをしなければならないと考えている人々が多いでしょう。

いま、NORCは衰退の危機に立っていて会員減に直面しています。

会員減は、斗喋の縮小か会費のii止げへとつらなり、それがさらに会

員減を呼び、雪だるま式に状況力悪化するのではないかと危倶されて

います。本部でも関東支部でも同じです。

そこで931嘩員会は前身の委員会とともに、関東支部、ひいては

NORCのあり方を今こそ再検討すべき時だ、として、いくつかの提案

をしてきたのです。ちょうど今雛問題点の摘出がすみ、解決策への総

論がすんだ段階といえると思います（詳しくは中間答申･本誌94年10

月号をご参照ください)。これから、9412委員会で各論にとりかかりま

す。

閃束支部と本部とを分離し、本部はもっぱら公益法人的なものを、

支部はクラブ的に運営しよう、とすでに慌掘貝会で決めてもらいまし

た。また、関東支部をクラブ的に運営するのには、いまの大きさのま

まがいいのか、細分割し、地方支部程度の大きさにして活動してゆく

のがいいのか、あるいは、もっとフリート単位にまで細分割するのが

やりいいのかなどを検討してゆきます。自然発生的にできたクラブと

どう共存してゆくのかも考慮中です。いま、フリートは個人の活動に

頼っていてフリートとしての機能をはたせなくなっています。そうし

た状況の中で、会員の意見をよく聞きながら将来の関東支部、ひいて

は、NORCのあり方について検討し、その審議結果をできるだけ早く

会員に提示しようとしているのです。

みなさまのご意見を、ぜひお|州かせください。

■●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●■●●■●●G●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●｡●●●■●●■●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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岐座談会･岐路に立つ外洋ヨットレースし ス 続編

中堅･若手ｾー ﾗー が語る本音のﾖｯﾄﾗｲﾌ
＜出席＞

丸山茂木(37歳)：「ドンキー・インバﾙｽ」

山本浩資(34歳)：｢フラーム」

石井智浩(32歳)：｢ラハイナV」

林伸樹(31歳)：｢あずさ」

古川龍文(24歳)：｢織姫」

＜司会＞

市川和彦:OFFSHORE編集長

日時：1995年1月23日

(最終回）

へ

現役の中堅・若手クルーのみなさんによる座談会を前号に続いて紹介

します。前回は、ヨットを始めた動機から外洋レースをとりまく現在します。前回は、ヨットを始めた動キ

の環境について語ってもらいました。

引き続いて今回は、若い世代のビギナーの動向から今後のレース展望、

NORCの在り方などについて話題を広げてもらいます。

オーナー受難の時代になった？

※「続けて|ilじ艇に乗るかどうかは、その艇

のオーナーやクルーのキャラクターに左右さ

れるのでは」と語った、111本さんの話から後

編が始まります。

●クルーの数が減ってきたということは、オ

ーナーや先輩クルーの責任？

山本：そのフネの雰囲気が左右するのではな

いのかな。若い人の気質というのは年ごとに

変わっていくものですが、そうした変化に対

応しながら新しい気質の若い人たちを棚||り起

こす努力を、オーナーサイドというか今ヨッ

トに乗っている人たちがしなければいけない

でしょうね。例えば和の学生を指導している

と、思わず口と同時に手が出でしまうことも

あります｡すると理解のある学生は、「よく分

かりました」と言いつつ「今まで親にも叩か

れたことがなかった｣とか、「初めてこんな大

声で怒られました」などとそんなことで感心

したりしているわけですよ。だから、教える

ほうだって一生懸命やれば、100人の若者の

うち100人は無理だとしても10人ぐらいは

「ああ、もうちょっとやってみよう」と思う

のではないのでしょうか。そういう若者が、

雰囲気に合ったそれぞれのフネで育まれてい

くのではと思います。掘り起こしの努力をし

ないで、ただあれやれ、これやれって言って

るだけじゃ、やっぱりだめなんじゃないです

か。

●：石井さんの艇のメンバーは先輩後輩の間

柄ですよね。

石井：オーナーとは親しみを感じながら、先

兼として接しているという感じです。私のい

た大学自体が体育会系といっても_上下関係が

そんなに厳しくなかったので、卒業してから

も今のオーナーとは気幡な接し方をさせてい

ただいています。でも、最近卒業したばかり

の後誰にクルーを頼むと、オーナーはかなり

目上の人という感じになるようで、すぐには

溶け込めないですね｡今､若いOBのなかで自

分たちのフネを間おうという会ができて、毎

月祇立をしています。だから、卒業した後も

ヨットを続けたいと思っている学生や若い

OBは、けつこういるのです。ただやはり、若

いということは当然お金に余裕がないという

ことですから、すぐには自分たちのフネは持

てませんよね。だからといって、今フネを持

っている先輩たちの所に「乗せてください」

と言って気軽に行けるほど、世代のギャップ

はやさしくないといったところでしょうね。

●：いきなり自艇を買おうという時代になっ

てるんですね。

石井：そうですね。先輩のフネに馴染む努力

をするよりは、自分たちのグループで何とか

しようという感じが強いです。今、私は母校

で学生の指導をしていますが、クラブ自体に
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入らない学生が多く、そういう組織自体を嫌

う傾向があります。私のような医科歯科系の

者だと世界が狭い部分もあって、学生時代に

何らかのクラブに入らないと先輩後輩の関係

で苦労したものですカミ今の人たちは半分以

上がクラブに入りません。そういう意味では、

かなり時代が変わってきた気がします。だか

ら、それに従ってオーナーの方々も考え方を

ある程度切り換えていかないと、若い人を集

めることは難しいと思います。

●：古川さんはこの中で一番若いのですが、へ
自分の周りを見てどう思いますか。

古川：確かに｢乗せてください」「今度1回乗

せてよ」という人はいますが、いざその段に

なると「ああ、やっぱりいいや」みたいな感

じで断って来ることが多いですね。以前、あ

る学生が3人来たのですが、ちょうど大切な

レースのロだったので「今日は降りてね」と

いうことになりました。するとその後、彼ら

の親から「うちの息子は朝早く行ったのにフ

ネに乗れなかったから、もう行かないって言

っている」と芯話があって、ものすごく呆れ

たことカゴありました。それは、私と力他の若

いクルーがフォローしなかったの力源因なの

ですが、大切に扱わないとすぐに離れていっ

てしまうんだなと痛感しました。

山本：私らもそうだったのかも知れませんが、

今の私よりずっと若い人達ってカッコつけ過

ぎだと思うんですよ。例えばスキーなどでも、

1
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ちかというと外鞘ML走の意味で組織の広がり

を持たせた方が良いと思います。普段レース

に出ない人はヨット乗りじゃないみたいな極

端な意見を持つレース派の人がいたとすれば、

それはヨットの底辺人口を抑える要因になっ

てしまうと思います。外餉帆走という意味な

ら別にレースに出なくたって良いわけです。

狭い観点で見ないで、誰でも入れるような組

織にしないと、「ああ、年間1万円も会賛を取

られて､ただコミティやって終わっちゃった」

みたいなことになってしまいます。

石井：会員のメリットといえば、確かに安全

講習会を開いていただけると力他にもあるに

はあるのですが、直接自分たちで感じるのは

会員ならレースの参力I1曲が安いということで

すね。NORCの主催とか共催するレースだ

と、会員が半分以上いなければならないとい

う規定がありますから、そういう理由で入っ

ている人もいると思います。

山本：楽しくなければ、レースでもクルージ

ングでもヨ､ソトをやる意1床がないと思うので

すよ。それこそ<AZUSA>さんみたいに伊

東に焼き鳥食いに行くのだって、楽しいから

やるんであって、命を賭けてやっているわけ

ではないでしょう。遊びの範囲のことですか

ら、なんでも押し付けるのではなくて、「ここ

で、こういう日に走れば富士山力雰見えるんだ

よ」とか、「つらいけれど、あそこをぐるっと

回われば終わった後のラーメンが美味しいん

だよ」とか、そういうことを伝えてあげられ

るような雰囲気作りというか、体制を取れた

ら良いなと思います。

丸山：年配の方も若者も、本当に心から遊ん

でもらいたいですよね。楽しいフネの雰囲気

作りですよね。自分が楽しいわけですよ。自

分が楽しいことはみんな楽しいですから、あ

えて飴玉を与えて「ぜひ来てください」と言

う必要もなくなる。

林：私もそう思いますね。ある意味では、ヨ

かりませんが、よろしくお願いします」とい

う感じですので、こちらも指導しやすい。学

生たちが一人一人いろんな顔に見えるわけで

すよ。だけど都会から来た学生は、みんなl'1

じ顔に見えます。地方出身者の方力素直とい

うか、なんでも受け入れる心の広さがありま

す。

●：なんか一般的な教育の話になってきまし

たが､<AZUSA>さんではクルー募集はし

ていますか。

林：継統的にはしていませんが、去年雑誌に

募集案内を出した例で言えば、女性の反応が

多かったですね。

山本：ああ、それ全体的な傾向ですよ。付属

商校のヨット部の先生とも話をするのですが、

ゲレンデでカツ．良く柵らないと女の子に変

な目で見られるからといって、コソコソと小

さなゲレンデに通って練習したりする。ヨッ

ヘトでもそうです。私はシーホッパー（シング
ルハンド・ディンギー）にも乗っていますが、

初心者の若い人たちは少なくとも彼らよりは

経験のある私たちに乗り方のコツなどをめっ

たに|H1きに来ません。鯲冊なことをいえば、

自分たちでコソコソと練習し、なんとかカッ

コカゴつくまでは表に出ないという考えなんで

す。それでは、いつまでたっても上手くなら

ないですけどね。

●：それに当てはめると、ロングオフショア

などは一人て勝手に練習できませんね。

山本：まず何より公の場でカッコ悪い面を見

られるのがいやだ、という気持ちが先立つと

思います。さきほど古川君力言ったように、

「乗ったらカッコ良さそうだな」と思ったけ

ど、いざ乗る段になると「もし失敗したらど

うしよう」とか「無様な姿を他人に見られた

へくない」とか思って踏み止まってしまう。
●：パック旅行などでジェットスキー半日コ

ースとかが組まれていますが、お膳立てして

もらわないと動かない人力菅っているのかも

知れませんね。

山本：マニュアル通りにしないと気力斗斉まな

い「マニュアル人間」という言葉を、よく聞

きますよね。ヨットでも、学生に「こういう

ときは、こうやれよ」などとレースの組み立

て方を教えた場合、その通りの風力1次けば良

いが、その風が吹かないとたちまちだめにな

ってしまう。風が振れたとか、たまたまそこ

に別な要因が現れると全く動けなくなってし

まう。応用が効かないです。

●：（外洋ヨットの）マゾ的な楽しさを教え

るまでには、なかなか難しい。

山本：難しいですね。ただ、私鉤学生を指導

する場合、教えやすいのは都会より地方出身

の学生です｡一般的に地方出身者は、「何も分

〃
杓
袖
つI

部員の募集をかけるとまず女子が集まり、そ

れに釣られて男子が来るんです(笑)。とにか

く、女子の応募の方が多い。女のほうが強く

なっているのかなという気はしますよね。

●:NORCとしても女性会員の募集に力を

入れなければなりませんね。

全員：賛成（笑)。

会員のメリット

●:NORCはどうやったら会員を増やせる

と思いますか

山本:NORCって日本外洋帆走協会の略で

すよね。だけど、英語ではニッポンオーシャ

ンレーシングクラブです。日本語とは、ちょ

っとニュアンスが違いますよね。私は、どっ
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ツトのオーナーというのは「弗餓轆力者」み

たいな存在だと私は思っていますが、それで

良いと思うのです。持ち主なんだから、ある

程度は自分の好きなようにして良いと思いま

す。ただ、その下にいる私らクルーがそれを

少し、飴とは言わないですけども、直に棚に

ならないように何かのフォローを心がけるこ

とが大切でしょう。

こんなレースをしてみたい

●新人も楽しめるような、こんなレースがし

てみたいという意見はありますか。

古川:(NORCの）レースの本数が少ない気

がします。結局は、フネを走らせないことに

は人も集まりませんからね。征週とは言いま

せんが、インショアも含めてレースの本数を

多くもっとしたら良いと思います。バージン

レースなどは、けつこう盛況ですよね。別に

エントリー費が無料だから出るという人はあ

まりいないと思います。今シーズンは初島レ

ースを行って年|ﾊjランキングを出すことにな

った(KSCシリーズ）ようですが、ものすご

く魅力的ですね。

石井：私もレース自体は好きなので、そうい

う指向もすごくうれしいと思うんですよ。た

だ、そこまで望まない人たちもフォローした

いですね。例えば、初島とｶｲﾉ+束あたりなど

適当なⅡ的地を決めておいてfi鈴のレースを

やる。そして、楽しくパーティーを現地でや

って、次の日にﾘ雌でインショアのレースを

する。それでまた表彰式などを絡めたパーテ

ィーをやって、3日目に復路のレースをしな

がら帰る。そういう形なら、ブルーウォータ

ー派の人たちもけつこう参加してくれると,W，

います。なにか工夫されたものが必要なんじ

やないかな、と思いますね。

山本：私が過去に参加したNORCレースの

なかで、よく覚えているのが「江の島～浦水

レース」です。江の島を昼の12時ぐらいにス

タートして、次の日の朝5時か6時ぐらいに

はフイニッシュしていたと,IJ,います。マゾの

話じゃないですが、夜中に石廊崎あたりをア

プローチするわけじゃないですか。あの岩礁

の'l'を、当たるか当たらないか寸前のところ

をドキドキしながら攻めるわけです。そして

オーバーナイトで走って、次の朝に「ああ夜

がlﾘjけた、さあフイニッシュだ！」となるわ

けです。そんな一夜の緊張感を解く瞬間が好

きでした。

また、レースをするのに予算が必要なのはわ

かりますが、もっと工夫すれば安上がりでみ

んなが楽しめるレースも可能ではないかと思

います。特に専|''l業者も使う必要はないと思

うんですよ。各艇が持ち寄りで人材を出して

今月はどこ、来月はどこという感じで、担当

になった艇をコミテイボートにすれば良いと

思います。何々レースなら黒字になるから、

よしやろうというケースがあるなら、それは

頭のil!から抜いていただきたい。極端な意見

を言えば、運営サイドはもっと規模を縮小し

ても良いと思うんです。

●：前回の座談会で本部帆走委員長の宮坂氏

が、できるだけ本部主催のレースを少なくし

て各支部にレースを主管してもらおうとコメ

ントしていました。

山本：本部はレースから退いてくれなどとは

決して言いませんが、ある程度みんなでやっ

ていくようにすればお金もそんなにかからな

いですし、エントリー斑だって安くできるわ

けですよね。実際、昨年の関來選手権などは

－16－

スポンサーがつかなかったですよね。だけれ

ども、そんなに赤字にはならなかったと|剛い

ています。やろうと思えばできるのです。

●：古川さん、レースの回数を増やすのは良

いですが、集まらないと話にならないですよ

ね。そのへんは心配ないですか？場さえあ

れば大丈夫？

古川：バージンレース（関東支部がおこなっ

ているビギナークルー対象の無料レース）の

場合、最初はみなさん集まってくれるかなと

思いながら始めましたよね。だけど2回目に

は、初回の1.5陪以上の艇が集まったと思い

ます。私もコミティをお手伝いさせていただへ
きましたが、シーボニアさんからモーターボ

ートをお借りしてアンカーを打ちました。若

い人にアンカーの揚げ下ろしをやってもらう

ことなど、全然かまわないと思います。アル

バイトとしないで、お手伝いとしてIII職りに

やってもらえば済むんです。

●簡単な仕掛けで、いっぱい集まるようなレ

ースを増やそうということですね。

古川：それで、エントリー曲を手頃な値段に

していただければ言うことありません。とに

かく、そうすれば若手や初心者の人でも「今

日は別にシビアなレースじゃないんだから、

お前､今日はバウをやってみるよ」｢ヘルム取

ってみるよ」となります。

●：若手や初心者にチャンスが広がりますね。

古川：ですよね。そうすれば若い人に「降り

てろ」って言うことはなくなります。たいてへ
いの場合、新人だと練習のときはやらせてく

れます力童レースのときは降ろされますよね。

そういうことが、なくなるのではないでしょ

うか。

●：要するに、勝ち負けに関係なくして新人

が活躍できるようなレースをもっとやったら

良いのではないかということですね。

山本：〈ラハイナ〉さんと私らくフラーム＞

は同じマリーナのクラブ所属なのですが、去

年は“サマーズ”という3湾合同のレースを

数回やりましたよ。これには常時40,50艇、

多いときには70艇ほど出てきました。エント

リー鷲は5000円。それでパーティーもやりま

した(3名分込み、追加は1人1000円)。しか

も、参加艇を見ると、普段全然出てきたこと

のないセールナンバーもないフネもいたりす

るわけですよ。レースに慣れていない艇がい
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う感じ力罫するんですよ。

●オフショアレースに視点を移つしてみまし

ょうか。

林：そうですね。個人的には、今年決まった

月1Ⅲの初島レース(KSCシリーズ）という

のは非術に面白そうです。ぜひとも全部出ら

れるように、予定表を見ているところなんで

す。さらに、私のように長いレースが好きな

者としては、例えば昔あったと聞いている三

宅島レースなどもしてみたいですね。大島を

lnIってくるレースや新島をIⅡIってくるレース

など、伊豆七島全部とは言わないまでも、そ

の手のロングレースがあったら燃えるものが

さらに州てくるのではないかなって個人的に

は思っています。

NORCのレースを全体で考えると、確かこれ

からはフリートごとに運営を任せるような話

ですが、例えばそれをバラしてしまい、前回

のレースで成績が良かったところからコミテ

イをボランティアで出してもらうとか、そう

いう手作り的なところに戻る方向になっても

良いような気がします。私ら<AZUSA>は

よく小網代のフリートレースに参加させても

らっています。これなどは毎月1回やってい

ますが、前の月の上位のフネ、1位、2位だ

と思いますけども、これらのフネが次のレー

スのときはコミティを担当しています。この

場合、フネを提供してもかまわないし、人を

提供してもかまいません。あるいはそのフネ

がレースに出たいのだったら、他に責任をも

ってコミティボートになるフネを探してきて

レースの運営は必ず手伝う、というようなこ

とになっています。これは、非常に良い方法

だなと思っています。

●:(NORCの）レース運営をクラブ単位に

任せても良いのではないかということは、さ

かんに前回の座談会でも言われました。

林：そうです。ただ、単純にフネのレーテイ

ングだけて勝ち負けを判断してしまうと、ど

うしても上位にくる顔触れ力狭まってくると

思うんですよね。たまたま去年、諸磯でエー

ジアローワンスのような特別なハンディキャ

ップを付けてレースをしました。これはもう

端から見たら滑稽なほど無茶苦茶な（ハンデ

ィキャップの）付け方だったからかも知れま

せんが、今まで常に修正でも上位にいたフネ

が大分下にいって、今までレースに出て来な

かつたようなフネが_上にきたという面白い結

果にもなりました。こういったことは、常に

勝ってる人間は「今回はしょうがないか」ぐ

らいだとは思うんですけども、めったに上位

になれない人たちにしてみれば、結果はどう

であれ、やはりうれしいですよね。もっとも

これは単純に1つのクラブレースとして楽し

むものかも知れませんが6

●：自由な発想というのはクラブならではの

ものだと思います。

丸山:NORCのレースでも、裕次郎カップ

（毎年8月の雌終日|曜日におこなわれている

メモリアルヨットレース）は参加艇数が多い

ですよね。クルージング派の方でも、基本的

にというか潜在愈識の中にはレースをやって

みようという気持ちがあるのでしょう。レー

スに出て楽しいなと思う人がけつこういるよ

うな気がします。それを求めて、裕次郎カッ

プに出てくると思うのです。だから、あまり

コースにこだわらないで、底辺を広げる意味

で簡単な「行って米い」のレースなども行っ

てみたら良いのではないのかな。とにかく、

毎週レースを何かやりたいですね。（完）

れば邪魔だなと思うこともありますが、そう

いうフネがIHてきてワイワイガヤガヤやりな

がらやるレースも、それなりに楽しいですよ。

参加艇の数が多ければ多いほど、活気が出ま

へすからね。
●：クラブレースの楽しさですね。

石井：うちのオーナーはミドルボートオーナ

ーズクラブの幹辨で、連休のレースなどでい

つも忙しくしています。その中で、直接私な

どに苦労話をすることはないのですが、レー

スのバッティングなどでNORCの執行部の

人たちとの耐熱みたいなものがあるようです。

そういう話が間接的にでも耳に入ると、クラ

ブとか地元のハーバーのレースの方が税近感

を覚えてきます。

●：クラブは現実的に身近な存在ですからね。

石井：去年の関東選手権など、出場しても私

らCRクラスに数艇ぐらいしかいなかったり

すると、レースlfl体も活気がなくて面}皇I味が

薄れます。そのような中でたとえ勝っても、

いろいろな艇と競って「ああ、勝った」とい
へ

うのと比べて、やっぱり面白味がちがいます。

そういう意'床では、ゴールデンウイークのミ

ドルボート選手権などは本当に競うｷl1手がた

くさんいるし、クラス分けとかもある程度み

んなそれぞれ考えられていて頑張れば勝てる

かも知れないという緊張感が得られます。で

すから、レースの蝿境作りという点をもう少

し大切に考えていかなければならないと思い

ます。

●：クラブレースとNORCのうIノートレー

スが混在する、今はまさに過渡期なのかも知

れませんね。ただ、クラブレースはクラブレ

ースで盛んになって、それで底辺のヨット人

口が増えれば大いにけっこうなことだとは思

いますが。

石井：クラブレースなどに出る層を上手に拾

い上げていかないと、NORCは将来的にシビ

アな状況に陥ってしまうんじゃないかなとい

※貴重な意見が『T出しました。とくに、雌近

の若い世代の考え方については、オーナー世

代の方々にとっては良き参考になったかと思

います。また、レースそのものについては前

回の座談会でも出たように、クラブとフリー

トの関係について今後どうあるべきかが問わ

れているようです。NORCに対しても耳の痛

い話が出ました。謙虚に耳を傾ける必要があ

ると思います。若い世代の支持があってこそ

のNORCだと思います。レース派、ノンレー

ス派にかぎらず楽しいレースは誰もが望むも

のであり、糺職の盛衰に関わる大きな問題で

もあります。出府者の方々にはあらためて御

礼中し上げます。座談会に関してのご意見は

広く集め、ふたたび誌面に反映させたいと思

います。異論・反論含めて、どしどし串務局

OFFSHORE編集祁宛までお寄せください。

(11j川和彦）
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無

『r- NORC海岸局訪問記（その 1） を開放できる季節には部屋の中にも自然が入

り込みます。夏は蚊がすごく蚊取り線香が欠

かせませんし、無人の時は大蜘蛛力鍾動会を

しています。

グアム、沖縄、小笠原などの長距離・海外

レース、多くの参加を見る鳥羽レース、関東

支部主催の島周りレースなどの通信サポート

を行っていますが、悩みはワッチ要員。資格

者は多いもののレースに参加したいとか、こ

こでも要員不足・後継者難です。現在第1級

総合無線通信士である榊正苑局長ほか専任従

事者は10名。3総通、4総通、2鰄寺を持つ

メンバーです。

アンテナ高海抜30メートルの三崎ヨ､ソト

の通信範囲は国際VHFの場合､相手側ヨット

がマスト・トップ・アンテナで大島以北の相

模湾全域が充分にカバーできます。スター

ン・パルビットやトランサムなどアンテナが

低い位置に設置されているとか､マリンVHF

のハンディ機などの場合、マストやシュラウヘ
ドの影響もあり、10マイル位の距離でも、交

信が困難という場合もあります。

本年､VHF海岸局の拡大を計画しておりま

すが、相模湾では(財)サーブ90交流協会の

「さがみわんセンター(88ch)」にも協力欺

き､マリンVHFを用いた安全航行のための通

信とレース支援をしていきたいと思います。

近く!ではチャンネル71で､遠くからは2182

KHzで。お声掛け下さい。お待ちしておりま

す……ボンボヤージ！

崎ヨット
一
一
一 ＝

ー_ツ
通信委員長池内貞二

、

癖驫蕊豐

1995年3月末現在NORCが開設する無線

通信海岸局は、全国に4局。中長距離通信用

中短波・短波(HF)帯SSBと近距離用極超短

波(VHF)帯のFM送受信機を装備する三崎

(神奈川)､淡輪(大阪)､宮津(京都)､博多(福

岡)の各局である。

NORC海岸局の生い立ちは､1980年にオフ

ショア・レース運営用としてHF帯/SSBの

海岸局が三崎に開設されたのが始まりである。

その後、博多一オークランド、メルボルンー

大阪、室蘭一ナホトカ、宮津一ウラジオスト

ックといった海外レース開催を契機に、各局

力誕生した。

ヨット用の通信手段としては、衛星を利用

した移動通信の実用化が待たれるところだが、

インフラ整備、利用コストの面で実用化はま

だ先であり、既存海岸局ネットワークの拡充

として東海・知多と関東・三宅島に、さらに

本年中に数局のVHF海岸局開設を計画して

いる。

VHF通信普及に向けオフショアでは､各地の

海岸局にスポットをあててその概要を紹介し

ていく。第1回目は、神奈川県三浦市の「三

崎ヨット｣。

を見上げると、樹々の上に辺りをへいげいす

る様に大きなアンテナが見えます。これを目

標に小路を登ると、林の中の小さな局舎にた

どりつきます。

先ほどのアンテナは通信社などにあるのと

l,ilじ回転式趣I測麺信用ログペリ・アンテナ。

他に中距闇纈固定アンテナ数本と国際VHF

の小さなアンテナがあります。局舎はプレハ

ブの6畳大。無線機は魎皮帯送受信機が2セ

ット、国際VHF1セット、その他受信機が数

台川意されています。他にはFAX、電話、パ

ソコンといった設備があります。

局の運用は、スケジュールされたllf間に米

てスタンバイすれば良いのですが、フル・ワ

ッチの時は、ボリュームを絞り耳を澄ませな

がらソファベッドで伽眠となります。とは言

うものの世の中力潅静まった深夜､国際VHF

チャンネル71をワ､ソチしていると、どこの国

の言葉かわからない外|到語の話が始まり、局

舎内は思いのほか賑やかで、なかなかグッス

リとは眠れません。

数年前移設された時から湿気から開放され、

労働環境は格段に向上しました。局舎力建つ

この地域はよく手入れをされた雑木林で、扉

琴護孝静けさの中にふと外を見やると、長いしっ

ぽを振りながら音も立てずに枝々を飛び回る

リスがいたり、音はすれども姿は見えず何だ

ろうかと謝しげにしていると細い幹をまわっ

てコゲラがIII!良く虫をついぱむ姿を見かける

など、なんとも長閑(のどか)なl]然の中にあ

るのが、「三崎ヨット」局です。

油壺湾に浮かぶヨットのデッキから南の空

へ

関東のセーラーに朗報〃

城ケ島南西沖に新大型灯浮標設置される
去る3月中旬、三浦市城ヶ島沖に新しい灯

浮標（浮魚礁）が設置されました。位置は城

ケ島の南西沖で､油壺湾から約220･方向､距離

約4マイルで色は黄色､高さ約8m､直径8m

の大型灯浮標です(写真)。向う’0年以上設置

するとのことです。トレーニングブイなどに

活用することが可能と思われます。また相模

灘沖合からの帰投の際も、とりあえずの目印

として有効です｡是非GPS､口ランなどに定点

位置としてのインプットをお推めします。

新灯浮標の概要は以下の通りです。

標体名：城ヶ島南西沖浮魚礁灯浮標

位置：35.-05-36NI39.-32-38E

塗色・構造：黄色X形頭標｜個付黄色

やぐら形（鉄造）

等質：モールス符号黄光

毎8秒にD←｡．）

光度：’40カンデラ

光達距離：7.5海里

灯高:7.9m

付設物：レーダー反射器
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専務理事就任にあたって
埴原洋利 (はにはらひろとし）

桜の花も咲き始めようやく春らしくなって

来ました。

皆様方におかれましては、お元気にご活躍

をされておられることと思います。

このたび、（袖日本外餉帆走協会に勤務する

ことになりました。

私は、これまで運輸省に入省して以米ほと

んどを人事・労務関係の業務に従事し、本年

3月までは航海訂||練所事務局に勤務しており

ました。

皆様はすでにご承知のことでしょうが、航

海訂l1纐ﾘ『は1M船二隻（日本丸･海王丸)、1調合

一■■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■

第3回湘南バージンレース

四隻（大成丸、北斗丸、銀河丸、青雲丸）計

六隻をもって、翻合大学、商船高等専門学校、

海技大学校など海員学校の学生・生徒を一元

的に乗船訓|練をしているところであります。

私は、IW､脚什および汽船とも2日～3I｣位の

航海を体験したことがありますが、なんとい

っても帆船ではないかと思っております。

海王丸に乗船して、｜ﾖ然を相手にIIﾘ‘朧をし

たときのことを昨日のことのように思い出さ

れます。

これも多少のご縁力雰あったかと思われます。

これからは、当協会の一員として皆様と共

繁議
篭，
蕊

OFFSHORE235

「、､弓繊

に当協会の今後益々の発展のために努力する

つもりでおります。

どうか、皆様方のご指導並びにご鞭燵のほ

どよろしくお噸いしまして、私のご挨拶とい

たします。

値原氏は昭和'2年生れ、58才。前露命省航海訓

練所事務長4月5日、NORC本部専務理事として

着任。なお、7年間に渡り本部常識里事をつとめ

た久保和男氏は3月31日退任された。編集部記）

LIKEAVIRGIN 関東支部フリート委員会委員長能條秀夫

バージン好きなおじさん達が40隻余りエントリーしてきた。

脅曇歴…

今回は新たにショットガン方式を

採用した。

レースは、シーボニア沖の小網代灯浮標、

シーボニアマリーナ提供の本部艇との見通し

線をスタート、葉山マリーナ提供の長者ヶ崎

沖マークを反時計廻り、約'0マイルのコース

である。このコース設定だと江の島、逗子、

葉山、佐島からの参加艇はスタートラインの

シーボニア沖までいったん来て、シーボニア

沖フィニッシュで、ホームポートまで帰らな

くてはならない。’0マイルの2倍は走らなけ

ればならない。それではこの4マ'ノーナのオ

ーナーは参加しにくいであろうと考え、今回

から逗子マリーナに御協力を御願いし本部艇

を提供してもらい、ホームポート近くにスタ

ートをもう｜ヶ所設けた。そして、シーボニ

ア沖スタートをAリーグ、葉山マークスター

卜をBリーグとした。両リーグとも、｜|時を

期しての同時スタートである。

これがショットガン方式であり、バージン

レースならではの「かゆいところ」に手が届

く企画である。NORCは、こんな粋なこともや

るんだぞということを知ってもらいたい。A

リーグは予定の30隻エントリーを見たが、B

リーグは10隻を満たないエントリーである。

いい企画も大衆の支持が得られなければ、た

だの駄作となる。みんなのためによかれと思

ってやっているのになぜ出てこない。ここま

でフリートのヨット離れ、海離れが進んでし

まったのか。特に江の島、逗子、葉山、佐島

の各フリートの今後の奮起を望む。次回の第

4回（7月9日）には50隻のエントリーがな

ければ、もう勝手に「慎ドバット｣。

信じる者がいなければ神話も神話でなくなる。

次回のレーステーマは「神話復活」とする。

へ

3月’2日の第3回バージンレース（今年度

第｜回）は朝方、前日来の北寄りの風が強く

残っていたが、’0時にマーク打ちを完了し、

チェックインを受ける頃は風も弱くなってき

た。ll時スタート時には微風となり途中'2時

頃には無副犬態。午後からは安定し、さまざ

まなコンディションのセールトリムができ、

よい練習レースになった。参加艇を見渡すと、

種々な船がある。|ORレーサーあり、|MSレー

サー艇あり、船底に“ふじっぽ’がびっしり

ついた船あり、いろいろなヨットマンに楽し

んでもらえた。セールもダクロンからブラッ

クカーボンセールあり、幅広い人気を得たレ

ースになってきた。

ブルーウォーター派より、かねがね｢NORC

はオリンピックコースや島廻りコースばかり

で面白くない。ファミリーで楽しめ、遊べる

レースをやれ」との声があり、それならば全

てのヨットマンが楽しめて、気軽に参加出来

るようにと無料レースにしたわけである。

第7回初島ダブル八ンドヨットレースのお知らせ

“楽しくなければヨットレースではない，’そんなスローガン

を掲げたこのヨットレースも、はや7回目となりました。誰

のためでもなく参加者の楽しさを調憂先したレースを、そし

てルールに縛られるのではなく、ルールを活用したレースを

目指しています。“レースも楽しく、パーティーはもっと楽し

く”を基調にした初島ダブルハンドヨットレースを逗子マ'ノ

ーナヨットクラブは今年も開催します。

日程：スタート：6月24日出06：00

（タイム|ノミット：6月24日出21：00）

主催：逗子マリーナヨットクラフ

コース：逗子マリーナ沖→初島(反時計廻り)→逗子マリー

－19－

逗子マリーナヨットクラフ

ナ沖(REM46マイル）

参加費：￥20,000

申込み：詞ﾛ申込書とレーティンク証書のコピーを郵送ま

たは、ファックスで下記宛お送りください。

〒249逗子市小壺5-23-|O逗子マリーナヨッ

トクラフ初島wハンドレース係

参加申込書は上記の逗子マリーナヨットクラブま

でa／皿0467-24-4610（土、日曜日に）

締切：6月9日鑑60艇

問合一せ先：初島Wハンドレースインフォメーション

ao3-3984-3761m03-3982-1976(担当･沼田）
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蛆・仲間が2人以上集まったら
オリジナルマーキングウェアを楽しもう。 囲 ヘリーハンセンシナコバウィツトブレツド
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ウインドブレーカー

偽副鰡駕鱗念
当杷当:鵜飼､中村端繍淵／

1995年、第29回アメリカズカツプに桃むく二､ソボン

r世界の舅“
のクルー達力ざ､今着用しているレ イ ン ウ ェ ア 。

オフシユアレインスーツとインシユアレインスー

ツの2タイプ。

1
ｿの2タイプ

杷当：鵜飼、中村誌:鰯|鰯

船具艤製吊 へ

□－プ･船舶安全備品
アンカー･シーアンカー

コンパス各種

フェンダー･ライフジャケット

Ｒ
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その他全般
｜便木Uな全国通1＝販 売 を ご 利 用 下 さ い 。
■お電話､FAXでもご注文いただけます｡
■メーカー､型番､色､サイズ､納期を確認の_卜洋文して下さい。
ご注文の商品は銀行振込確認後､発送させて頂きます｡又は､
代金弓|換発送とさせて頂きます。

■振込料はお客様負担になります｡

<振込先＞マリンヴアンス三和銀行横浜支店②190810
振込は電話にてお願いします｡
TEL：045-681-0943FAX：045-641-1503
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委員長を含めここに紹介させていただきます。

●浅野英武

､OFFSHOREf′発行人。これまでも畠ﾘ委員

長としてらつ腕を振るっていたが、前号から

本誌の総括責任者となる。本業はPR会社社

長bNOR歴25年。

●院今岡又彦

前、＝便小 委 員 会 委 員 長 毛 某 大 手 広 告 代 理

店部長ということで、今後も委員長と二人三

脚で広告営業ほ力､全般にわたってスーパーバ

イザー的役害|lを果たす。NOR歴30年。

●市ﾉll和彦

編集長めフリ ー ラ ン ス の エ デ ィ タ ー ・ ラ イ

ター。ヨット歴15年、ヨット柔匿志社至力務8年

の経馬食を活かし、マリン関連清君服に強さを発

揮。ア繧志には1990年から携わっている。

●H安田勝彦

表糸氏デザイナー。本業は某大手広告代王里店

シニアー･アートディレクター｡毎号､添畑

カメラマンから届く素材と*劃調。葉山フリー

ト所属。

●松尾柾夫

ページデザイナー。本文全ページのレイア

ウトを才旦当。本業はデザイン制作会ﾈ土の専務。

土日は油壺で43フィートのメイントリマー。

●服部一良

編集委員。フリーランス・ライター。現在、

JGYR訴訟関連記事を彰隼中。NOR"31年の

超ベテラン･セーラー｡OFFSHOREの二意見番。

●添畑薫

編集委員。日乍年5月号から表紙写真を担当。

ヨット乗りの間で巨匠の名を欲しいままにす

る写真家。海外』情報に強くOFFSHOREの強力

なスタッフ。

●戸塚由理恵

編集委員。旅行代理店の女|牛鐸営者として

の人脈を活かし、広告営業にも力を入れるイ

ンタビュアー。

●寺澤寿謨一

編集委員。関東支部事務局員でもあり、常

駐スタッフとして制作進行を担当。土日はワ

ントンに乗る。

雨冨昌四m

今 回のルイ・ヴィトンカッブで残念ながら

ニッボンチャレンジは敗退したが､「我々力一

生懸命やってきたことが、次の世代の励みに

なってくれたら幸せだ」といった内容のコメ

ントを述べた南波スキ､ソパーの談話が印象的

だった。

南波スキッパーが言うように、今回のテレ

ビ放映などで触発された若い世代から今後、

凄い選手が登場するかも矢ﾛれない。前回挑戦

し たとき、マスコミを通じてヨットに乗った

ことのない多くの人がアメリカズカッブを矢ロ

リ、そして今回、その勝負の厳しさを矢ﾛった。

種がまかれて、今ようやく芽が出たところで

ある。多くの人々から養分をもらい、いずれ

花咲くことだろう。

(表紙ニアメリカズカップ･ディフェンダーシ

リーズて弓大いに気を吐く、史上初の女|生チー

ム、アメリカ・キューブ。写真／添畑薫）

このたび1995年度のNORC新体制が決まり、

新たに王里事に選任された浅野英武氏がﾞOFF‐

SHORE"=長小委員会委員長となりました。

思えば、これま･~で我が編集スタッフの紹介を

一度もイテったことがありま せ ん 。 こ れ を 銭 に 、

OFFSHORE235号

第235号平成7年4月25日発行

毎月1回25日発行

昭和52年7月21日第三郵便物認可

1部定価300円（郵送料別）

発行社団法人日本外洋帆走協会

発行人浅野英武

東京都港区虎ノ門1-11-2(第2船舶振興ビル5階）

電話・東京03(3504)1911

FAX・東京03(3504)1914〒105

郵便振替番号2～21787

印 刷 株 式 会 社 気 生 堂 印 刷 所
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ヤマ八大阪カップ．メルボルン／大阪ダブル八ンドヨットレース1995

YAMAHAOSAKACUPスタート！
3月26日、3回目を迎えたヤマハ大阪カップ・メルボルン／大阪ダ

ブルハンドヨットレースが、メルボルン沖でスタートを切った。

今回の参加は2艇｡注目のレーサークラスAには、3連柵を狙う〈ネ

ットワーク・リゾート南勢・波切大王＞他、巨大なセールをケッチリ

グに収めたエリオットの野,C作<エリオットマリーン＞や、昨年の環

太平洋ブリスベンコースで完全優勝を果たしたくワイルドシング＞（当

時の名はくワカヤマ･マリナシティ>)、および同レース上海コース優勝

のくベンガルII>などがエントリー。激しいデッドヒートが予想され

ているなかで、ロス・フィールドカ乗る<ネットワーク・リゾート南

勢･波切大王＞は、マスト修理が間に合わず42時間遅れのレイトスタ

ートとなった。

なお、前回のトップ艇は28.5日目にフイニツシュしており、今回の

レース展開も本誌が発送される4月下旬には大勢力判明していること

と思われる。（本誌：市川和彦）写真／荒田純(舵社提供）
へ

清 水栄太郎メモリアルデー－－－

多数のセーラーが出席､氏の功績をしのぶ。
去る3月12日、三浦市油壺湾の油壺ベイヨ

ットクラブ(ABYC)において、前NORC¥

務理事故清水栄太郎氏(1994年3月14日死

去）の生前をしのぶ清水栄太郎メモリアルデ

ー力澗催されました。

午後3時、それぞれのセイリングを早めに

切り上げたセーラー達がABYCのテラスに

集合｡遺影を前にした並木NORC会長が挨拶

に立ち、故人がヨット界に果たした多大な功

績を讃え、出席者全員での献杯をおこないま

へした。
当日集まったセーラー達は約80名。故人と

何らかのかかわりを持ったオーナー、クルー

がほとんどでしたが、清水さんの大好きだっ

たビールを片手に大いに盛り上がり、故人の

思い出話に花を咲かせました。ABYCのメン

鰯
錨翫…；理:癖

タ｜

識
蕊

鰄

バーの方々には全面的なご協力をいただきま

したことを、あらためて御礼申し上げます。(A)

｢'･■'■･'■･ロﾛ'ﾛロI｡■ロﾛ'■■lppl･■'■■
ロ読者プレゼント
ロ
ロ

ロルイ，ヴｨﾄﾝｶｯブ記念
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i5名様に／
ロ

ロ

ﾛ提供/ルイ.ウィトンシｬパﾝ株式会社
ロ
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OFFSHOREでは、新企画として読者プレ

ゼントを開始します。第一回目はあのル

イ・ヴィトンジャパン株式会社より、ア杯

の挑戦艇決定シ'ノーズであるルイ・ヴィト

ンカップを記念したオリジナルネクタイ

です。5名様にプレゼントします｡ご希望の

方は、ハガキに住所･氏名･年令･電話番号・

NORCの会員番号･所属艇名・OFFSHORE誌

の感想をご記入の上5月’0日までに「OFF-

SHORE編集部」係までお送り下さい。多数

の場合は抽選発表は現品の発送をもって

かえさせていただきます。

M■■■■■■I■■I■■■■■■■■■■■■■■酉I■■I■■I■■I■■■■■■■■I■■■■■■ﾛ■Ⅱ■■I■■■■■■l■■■■I■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■
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HARKEND7yS"〃
Nylonoxfordでラミネートされた素材は
耐水性に優れ､その上縫い目もシールドされ、

高耐水性を保障していま魂

また､LATEXラバーネックはﾘｽﾄ､くるぶしを

完全に保護し､セイラーをサポートしています‐

更に自然排水ネックボケット､キーラニヤード､耐久ジッパー

またダブルﾚｲヤードの自然排水ひじ､ｼｰﾄパｯﾁに加え、

ｱジﾔｽﾀﾌﾙコード付ｳｴｽﾄ等万全の装備です

SlZE:S/M/L/XL/XXL

ZZ

、 、

1

L

「 HARKENS@z/""g〃c吟eオ
マルチシーズン対応の3inlジャケットは

セイラーのためにつくられたジｬｹｯﾄで魂

気象条件に応じてジャケット､ライナーのみの着用が可能で、

また､ジャケットとライナーの組合わせ(ジッパーによるフィッティング）

非常に暖かく､ハードなセイ'ノングに適していま戒

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:23912Redshell/navyllner

COLOR:2392:Navyshell/navyliner
PRlcE:￥28.000

H4RKENWZz#"H"

HARKENの刺しゅうロゴが入った100％ニットウール棄材の

ワツチハツトは､おどろくほどの暖かさをもたらしてくれます鳶
SlZE:F｢ee

COLOR:2417:Naw

PRlCE:¥2.400
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H4RKENI"f@z"'"oq/Jzzc"
軽いナイロン素材でありながら､高耐水性に優れた
ジャケットで式しかもナイロン素材にコーティングに加え

縫い目もシールドされ耐水性を増しています

またポケットにはバイルライン素材が使用され

手の保温に最適で或

据はアジャスト機能付。

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2426;Royalw/blacktr'm

PRICE:¥12.000

HARKENII'z"erp'･oq/H"
雨､ｽﾌﾚｲから護る､高耐水性素材を使用したｷｬｯﾌﾟです魚

インナー素材は水分を寄せ付けないUltrexを採用しています

HARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE:Free(アジャストバンド付）

COLOR:2418:Roval

燕クリップ付アタッチメントコード付。

PRICE:￥2‘600

H4RKENCoがり〃Hazf

ｺｯﾄﾝ100%素材のｻﾝｼｪｲド用ｷｬｯブ｡へ
SlZE;Free

HARKENBO4TSHOES

HS－Iはスウエードとメッシュのコンボジット製造。

HS-2は軽量､且つ通気性に優れた合成皮革を採用した

速乾性､高ノンスリッフとセイラーのために開発された､運動性に優れたボートシューーズです

SIZE:5inch～14inch

2020TYPE:HS1(Suede＆mesh）PRlCE：￥10.800

2021TYPE:HS2(Syntheticleather）PR1CE：￥14,200

HARKENL4-ZLdzc"
画期的なスリッブオンシステムのLA･ZLaces(くつひも)ですE

取り付けはラバーヒンでﾌｨｯﾄするだけで攻※あらゆるシューズにﾌｨｯﾄしますも

COLOR:2389B-B1ack2389W-White2389G-Grey2389P-Purple

シーズンを問わず快適さを誇るベストですも

ExpeditionClothtaslan製､ボーラフリース素材採用で暖かく

また強風時でもフラップを立てることにより耐寒性もアップし、

更にフリースハンドウォーマーで保温性も抜群で魂

胸にはHARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE;S/M/L/XL/XXL

COLOR:2421Redw/navy
2422Blackw/black

PRlCE:￥11‘000

HS-2 HS-I
鯵

＝、

H4RKENSα〃力zgG/of!es
ハーケン％フインガーグローブはAMRALEATHERを採用し、

耐久性､且つソフトです玉

また､ﾅｲﾛﾝスバンデックスメッシュは常にドﾗｲで通気性に優れています

更に手のひら､指部はダブルステッチでハードｾｲリングにも最適ですモ

SlZE:XS/S/M/L/XL/XXL※2386％FingerとFull-fingerタイプの2種。
PRlCE:￥4．800
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､一ケンジヤパン株式会社〒663西宮市今津西浜町2-16今津パワーボートセンター2F

TELO798(22)2520FAXO798(33)2100
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